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建設水道委員会記録 
 

○開催日時 

平成２６年１０月１日 午前９時５９分～午後３時１５分 

───────────────────────────────────────── 
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   議  員  下 園 政 喜  

───────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者 

   監 査 委 員  篠 原 和 男 

   ─────────────────────── 

   建 設 部 長  泊   正 人 

   建 設 政 策 課 長  須 田 徳 二 

   建 設 整 備 課 長  四 元 新 一 

   建 設 維 持 課 長  永 田 一 朗 

   都 市 計 画 課 長  山 村 昭一郎 

   区 画 整 理 課 長  川 畑   稔 

    課 長 代 理  中 島 弘 喜 

   入来区画整理推進室長  堀ノ内 美 年 

建 築 住 宅 課 長  今 井 裕 介 

用 地 課 長  植 村   豊 

─────────────────────── 

水 道 局 長  落 合 正 浩 

水 道 管 理 課 長  元 石 功 一 

上 水 道 課 長  福 山 清 和 

下 水 道 課 長  徳 重 勝 美 

─────────────────────── 

総 務 部 長  今 吉 俊 郎 

 

───────────────────────────────────────── 

○事務局職員 

   議 事 調 査 課 長  道 場 益 男 

   課 長 代 理  南   輝 雄 
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○審査事件等 

審 査 事 件 等 所 管 課 

議案第 ９５ 号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計歳 

       入歳出決算） 

議案第 ９６ 号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計歳 

       入歳出決算） 

議案第１０９号 剰余金処分及び決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市水道事業 

       剰余金処分及び平成２５年度薩摩川内市水道事業会計決算） 

議案第１１０号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市工業用水道事業会計決 

       算） 

議案第 ９４ 号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算） 

水 道 管 理 課 

上 水 道 課 

議案第 ９７ 号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計 

       歳入歳出決算） 

議案第 ９８ 号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市農業集落排水事業特別会 

       計歳入歳出決算） 

議案第 ９９ 号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市漁業集落排水事業特別会 

       計歳入歳出決算） 

議案第１００号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市浄化槽事業特別会計歳入 

       歳出決算） 

議案第 ９４ 号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算） 

下 水 道 課 

議案第 ９４ 号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算） 建 設 政 策 課 

建 設 整 備 課 

建 設 維 持 課 

都 市 計 画 課 

議案第１０１号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整 

       理事業特別会計歳入歳出決算） 

議案第１０２号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画 

       整理事業特別会計歳入歳出決算） 

議案第１０４号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画 

       整理事業清算事務特別会計歳入歳出決算） 

議案第 ９４ 号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算） 

区 画 整 理 課 

議案第１０３号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画 

       整理事業特別会計歳入歳出決算） 

議案第 ９４ 号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算） 

入来区画整理推進室 

議案第 ９４ 号 決算の認定について（平成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算） 建 築 住 宅 課 

用 地 課 

───────────────────────────────────────── 
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△開  会 

○委員長（福田俊一郎）ただいまから建設水道

委員会を開会いたします。 

 本日の委員会は、お手元に配付しております審

査日程により、審査を進めたいと思うところであ

りますけれども、本日は都市計画課までを審査を

行うこととしたいと思います。 

 ただ、進捗状況によっては、都市計画課から後

の課についても、審査をしていきたいというふう

に思っております。ついては、そのように審査を

進めることで御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ありませんので、

そのように審査を進めます。 

 ここで傍聴の取り扱いについて申し上げます。

現在のところ、傍聴の申し出はありませんが、会

議の途中で傍聴の申し出がある場合は、委員長に

おいて随時許可いたします。 

 これから審査に入りますけれども、各課の審査

の冒頭に、部・局長から、決算の概要として主要

施策の成果の概要説明を受け、その後、会計ごと

に課・室長から、決算内容の説明を受けることと

しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、本日は決算認定議案に関する審査であり

まして、所管事務調査は行いませんので、質疑は

決算と関連したものになるようにお願いをいたし

ます。 

────────────── 

△水道管理課・上水道課の審査 

○委員長（福田俊一郎）それでは、水道管理

課・上水道課の審査に入ります。 

 まず、決算の概要について局長の説明を求めま

す。 

○水道局長（落合正浩）おはようございます。

水道局でございます。どうかよろしくお願いいた

します。 

 それでは、決算附属書の１７２ページをお開き

ください。 

 まず、一般会計につきまして、各会計への繰出

金等は表に記載のとおりでございます。 

 次に、１７３ページ、簡易水道事業特別会計は、

土川ほか２６カ所の簡易水道につきまして、平成

２４年度に引き続き、遠方監視施設整備及び配水

管布設工事等を実施し、安全で安心な飲用水の安

定供給に努めました。 

 なお、平成２５年度末現在の簡易水道事業、

２７カ所の給水区域人口等につきまして、右下の

表に記載しておりますので、ごらんいただきたい

と思います。 

 次に、１７４ページでございます。 

 温泉給湯事業特別会計は、樋脇、入来及び祁答

院地域の５公衆浴場について、適正な維持管理を

図るとともに指定管理による運営を行いました。

右下に、参考として平成２５年度の各公衆浴場の

運営状況を掲げておりますが、毎年、利用者は減

少傾向にございます。 

 次に、水道事業の概要について御説明いたしま

す。 

 別冊となっております水道事業会計決算書の

９ページをお開きください。 

 事業の概況の（１）総括事項のうち、イ、業務

量でございますが、当年度末における給水件数は

前年度比６５９件増の３万５,７６１件、給水人口

は６２人増の７万９,３３５人、総有収水量は

８０９万８,５１７立方メートルで、前年度比

０.０５ポイント減少、有収率は９１.４％となり、

前年度と大きな差異はございません。 

 ロ、建設改良事業は、盛水水源地紫外線照射設

備整備事業等を実施しておりますが、一部事業が

年度内に完了しなかったために繰り越しをしてお

ります。 

 ハ、経営状況につきまして、営業収益から営業

費用を差し引いた営業利益は、電気料金の値上げ

等が影響し、前年度比３,７２５万３,４６１円減

の１億７,８７４万７,４７１円となり、営業利益

から営業外収支を加減した経常利益は、前年度比

２ ,７３１万７ ,７０９円減の１億５６９万

４,８３７円となりました。 

 これに特別損失４８５万９６０円を計上し、当

年度純利益は前年度比２,５９７万８,９９８円減

の１億８４万３,８７７円となりました。今後も引

き続き施設の整備拡充、維持管理効率化を進める

とともに、企業の経済性を発揮しながら市民に安

全で安心な水を安定的に供給し、なお一層の市民

サービスの向上に努めてまいります。 

 次に、工業用水道事業について御説明いたしま

す。 

 別冊となっております工業用水道事業会計決算
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書の９ページをお開きください。 

 工業用水道事業は、唯一の供給先である富士通

の撤退に伴いまして、平成２５年度をもって廃止

いたしました。 

 ア、業務量において、当年度における総給水量

は、前年度比６２.６９％減の１２万５,２２４立

方メートルでありました。 

 イ、経営状況につきまして、総収益は１０月末

までの給水だったことから、前年度比２,１１９万

３,０１０円減の１,１９０万５,２２７円、総費用

は前年度比１,０７８万１１８円減の６６２万

８,５１３円となり、当年度純利益は前年度比

１,０４１万２,８９２円減の５２７万６,７１０円

となりました。 

 以上で概要の説明を終わります。詳細につきま

しては、各課長が説明いたしますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

────────────── 

   △議案第９５号 決算の認定について（平

成２５年度薩摩川内市簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算） 

○委員長（福田俊一郎）それでは、議案第

９５号決算の認定について、平成２５年度薩摩川

内市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算を議題と

いたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）おはようございま

す。 

 それでは、平成２５年度の簡易水道事業特別会

計決算につきまして、御説明をいたします。 

 説明は水道管理課で一括説明、質問につきまし

ては所管課で答弁することで、あらかじめ御了承

をお願いいたします。 

 それでは、歳出から説明をいたします。 

 ２１８ページをお開きください。 

 １款１項１目一般管理費は、市内２７カ所の簡

易水道事業の管理運営に要する経費で、支出済額

３億４,８１５万２,２９４円であります。 

 支出の主なものにつきまして、備考欄で説明を

いたします。 

 水道管理課、上水道課、２課分でございます。 

 水道管理課分につきましては、検針、収納業務

委託料ほか２７件の委託料が主なものでございま

す。 

 上水道課分につきましては、簡易水道管理人

９人及び下甑の水道業務作業嘱託員１人の報酬、

職員１１人の職員給与費、祁答院簡易水道資産台

帳作成業務委託ほか５７件の委託料、祁答院簡易

水道配水管布設替工事ほか３５件の工事請負費で

ございます。 

 また、備品購入費で、公用車１台購入ほか

１６件分でございます。 

 次に、２款事業費１項１目施設整備費、支出済

額１億６８５万４,３５０円でございます。 

 また、繰越明許費として、青瀬地区簡易水道配

水管布設事業におきまして、旅費及び工事請負費、

合計１,９９０万円の繰り越しをしております。 

 支出の主なものについて、備考欄で説明をいた

します。 

 下甑簡易水道建設事業では、青瀬地区中継ポン

プ設備ほか、設計業務委託の委託料、生活基盤近

代化事業、手打簡易水道配水管布設替工事ほか

７件の工事請負費であり、うち６件が前年度から

の繰越分でございます。 

 遠方監視施設整備事業では、電源立地地域対策

交付金を活用した祁答院簡易水道砂石配水池遠方

監視施設整備工事ほか１件の工事請負費でござい

ます。 

 中甑簡易水道統合整備事業費では、平良浄水場

ろ過砂入替・防水実施設計業務委託、特定離島ふ

るさとおこし推進事業を活用した中甑地区飲用水

施設整備工事の工事請負費でございます。 

 次に、２２０ページになります。 

 ３款１項１目元金は、支出済額１億５,３１８万

９,７６３円でございます。２目利子は支出済額

４,３６６万２,６８４円でございます。 

 ５款１項１目予備費につきましては、予備費充

用の事態が生じず、そのまま不用額といたしてお

ります。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただきまして２１２ページをお開き

ください。 

 １款１項１目水道使用料の１節給水使用料は、

９地域２７簡水の現年度分の水道使用料で、調定

額３億１,０４２万６,０００円、収入済額３億

８５４万２,３２０円で、歳入還付未済額３万

１,３４０円を控除した実質収入額は３億８５１万

９８０円でございます。 
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 ２節給水負担金は、調定額、収入済額とも

６２６万円で収入未済額はございません。 

 ４節給水使用料滞納繰越分は、調定額５８７万

６ , ５ ６ ０ 円 に 対 し 、 収 入 済 額 ２ ２ ４ 万

１,７４０円でございます。 

 また、本年度３１万７,９４５円不納欠損処理し、

収入未済額は３３１万６,８７５円となっておりま

す。 

 次に、２１４ページになります。 

 ３款国庫支出金、１項１目１節簡易水道事業補

助金の収入済額１,８９８万８,０００円は、下甑

地区生活基盤近代化事業に係るもので、繰越事業

分でございます。 

 ４款県支出金、１項１目１節簡易水道事業補助

金の収入済額５,３１９万７,０００円は、遠方監

視制御整備事業に係る電源立地地域対策交付金及

び甑島地域の特定離島ふるさとおこし推進事業補

助金でございます。 

 また、収入未済額１,５６０万円は、青瀬地区簡

易水道配水管布設事業に係る繰越事業分でござい

ます。 

 ６款繰入金、１項１目１節一般会計繰入金１億

９,７８５万２,０００円は、施設整備費、管理運

営費に不足する財源を一般会計から繰り入れたも

のでございます。 

 ７款繰越金、１項１目１節前年度繰越金は、

５,４０２万８,８７７円でございます。 

 ８款諸収入、２項１目１節雑入は、収入済額

１,３４９万４,６１９円で、備考欄のとおり移転

補償費、原子力立地給付金等でございます。 

 ９款市債、１項１目１節簡易水道事業債、収入

済額２,７００万円は、備考欄のとおり国庫補助事

業実施に伴うものでございます。 

 次に、２２２ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額６億８,２５２万８,０００円、歳出総

額６億５,１８５万９,０００円、歳入歳出差し引

き額３,０６６万９,０００円、翌年度へ繰り越し

すべき財源１０万円を控除し、実質収支は

３,０５６万９,０００円でございます。 

 次に、財産に関する調書について説明いたしま

すので、財産に関する調書の３７８ページをお開

きください。 

 行政財産の下から２番目にあります簡易水道施

設につきまして、決算年度中、建物のうち非木造

について増減がございます。 

 まず、鳥丸簡易水道水源地揚水場、５４.１平方

メートルの増、また水道事業に統合した木場茶屋

簡易水道のポンプ室の減、８０.１平方メートルで

ございます。 

 次に、３７９ページになります。 

 （４）物権につきまして、行政財産のうち地役

権につきましては、土川簡易水道配水管布設敷、

１５９平方メートルでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしく審査お願い

いたします。 

○委員長（福田俊一郎）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

○委員（大田黒 博）ちょっとお聞きします。 

 ２１９ページの先ほど説明がありました、この

備考欄の祁答院簡易水道配水管布設替工事、その

上の台帳作成業務委託、ここはどんなことをされ

ているんですか。 

 台帳がなくなった関係のもののケース、そうい

うものじゃないんですか。 

○上水道課長（福山清和）今、御質問の内容に

つきましては、祁答院の業務委託につきましては、

本土地域が平成２８年度から水道事業へ統合され

ますけれども、一般会計的な資産台帳では、企業

会計としての経営の形ができませんので、まず管

路とか施設とかそういうものの資産台帳を整備す

るということで、祁答院地区を平成２５年度に実

施しております。 

 先ほど、お話にあったように管路がどこにある

かっていうのも、その業務内容の中に一部含めま

して、管路の位置なんかもはっきりわからないと

財産としての資産というのがわかりませんので、

そういう形で調査しております。 

 以上です。 

○委員（大田黒 博）今、統合する、その中で

の台帳をつくっていく、その作業の分だというこ

とですね。 

 当然、既存のやつはないわけでして、それを起

こそうとなると大変なもんで、これから工事をす

るそういうものにおいての、その台帳をしっかり

残していこう、その分のものなんですか。以前の

台帳を起こすというのの作業は全くされてないし、
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できないという状況なんですか、その辺を少し御

説明いただけますか。 

○上水道課長（福山清和）一応、新しく工事、

改良関係をしたところについては、当然、台帳と

して残っていきます。それはありますので、それ

は資産としての台帳確認はできます。 

 ただ、例えば配水池、それから水源地、その中

の送水管とか配水管とかあるんですけれども、図

面等がございませんので、例えば試掘をしてそこ

に管が入っているかどうかの確認等はしておりま

すので。維持管理ができるような形、それと材質

等、口径とかそういうものはある程度わかってい

きますので、その財産の確認の経年を含めた確認

の分と、それから維持管理料の管がどこにあるか

という、どういうのが入っているかというのは、

確認は、この前、一応したところでございます。 

○委員（大田黒 博）そしたら、結局、本元か

らわかる範囲で、ずっと図面を起こしていっても

らっているという状況なんですね、そう捉えれば

いいですね。 

○上水道課長（福山清和）一応、給水管等の詳

細な図面等はありませんが、本課についての、こ

の資産の、市の分――企業会計に入ってくる分、

については、おおむね調べたということで理解し

ていただいていいと思います。 

○委員長（福田俊一郎）ほかにありませんでし

ょうか。 

○委員（持原秀行）決算書の２１３ページ、不

納欠損の３１万７,９４５円、これと収入未済が

３３１万６,８７５円というふうにあるんですが、

不納欠損に至った件数とか中身的なものをちょっ

と教えてください。 

○水道管理課長（元石功一）簡易水道で不納欠

損をしておりますが、件数で１２２件、人数で延

べ３６人分の不納欠損ということになります。 

○委員（持原秀行）収入未済がまだ相当、

３００万円ぐらいあるんですが。これについては

どういったような動き方とか、事務的な流れは今

後どうされていくのか、そこを教えてください。 

○水道管理課長（元石功一）簡易水道も

３００万円から収入未済がございます。水道料金

もそれ以上にございます。 

 上水の水道料金、それから簡易水道の水道料金、

合わせて滞納整理を今やっているところでござい

ます。 

 地域が広くなっておりますので、まず川内川で

川北、川南地区、それとあと諸地域といったぐあ

いの３地域を分けて、今、滞納整理を進めており

ます。嘱託員１人、職員１人、毎日、滞納整理に

回っているところでございます。きょうも川南地

域を停水をかけて、そういった滞納整理といった

ことで頑張っているといった状況でございます。 

○委員長（福田俊一郎）よろしいですか。ほか

にございませんか。よろしいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑は尽きたと認めま

す。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

────────────── 

   △議案第９６号 決算の認定について（平

成２５年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会

計歳入歳出決算） 

○委員長（福田俊一郎）次に、議案第９６号決

算の認定について、平成２５年度薩摩川内市温泉

給湯事業特別会計歳入歳出決算を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）それでは、歳出か

ら御説明をいたします。 

 ２２９ページをお開きください。１款１項１目

一般管理費は、樋脇、入来、祁答院の温泉事業施

設の管理運営に要する経費であり、支出済額

４,７２８万５０３円でございます。 

 主な支出内容を備考欄で説明いたします。上水

道課、水道管理課、２課分でございます。 

 水道管理課分は、消費税改正に伴うシステム改

修委託ほか２件の委託料、入来温泉センター施設

建設基金積立金が主なものでございます。 

 上水道課分は、職員１人分の職員給与費、紫外
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線装置保守点検業務委託ほか２件の委託料、市比

野温泉配湯管布設替工事ほか３件の工事請負費、

備品購入費でございます。 

 ２ 款 １ 項 １ 目 施 設 整 備 費 ２ , ２ ７ ０ 万

３,７００円は、入来温泉場地区土地区画整理事業

に伴う新たな公衆浴場新築工事設計業務委託ほか

２件の委託料と、アゼロ湯公衆浴場解体工事ほか

１件の工事請負費でございます。また、委託料、

工事請負費とも前年度からの繰越分でございます。 

 ５款１項１目予備費、予算現額１００万円は、

予備費充用の事態が生じす、そのまま不用額とい

たしております。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので

２２７ページをお願いします。 

 歳入の主なものを説明いたします。 

 １款使用料及び手数料、１項２目分湯使用料は、

１節が現年度分の分湯使用料、２節が滞納繰越分

で、現年分、滞納分合計で収入済額３,２０３万

３,０１０円、不納欠損を１８万１,７８０円処理

し、収入未済額が１１４万２,１００円でございま

す。 

 ３款繰入金、１項１目１節一般会計繰入金、調

定額、収入済額ともに５９４万３,０００円でござ

います。 

 ４款繰越金、１項１目１節前年度繰越金は、

８１２万６,８８４円でございます。 

 ５款３項１目雑入は、収入済額３,５４６万

９,１５２円で移転補償費等でございます。 

 ２３１ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額８,１６４万６,０００円、歳出総額

６,９９８万４,０００円、歳入歳出差し引き額

１,１６６万２,０００円で、翌年度へ繰り越す財

源はございませんので、実質収支額も１,１６６万

２,０００円でございます。 

 次に、財産に関する調書について説明いたしま

す。 

 財産に関する調書の３７９ページをお開きくだ

さい。 

 （４）物権のうち行政財産として、温泉権

２４カ所がございますが、１９カ所の管理をして

おります。増減はございませんでした。 

 続きまして、基金につきまして説明いたします。 

 ３８５ページをお開きください。 

 下から７番目になります入来温泉センター施設

建設基金でございますが、決算年度中５万

４,０００円を積み立て、年度末現在高が２億

１,９１１万３,０００円となっております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（福田俊一郎）当局の説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。御質疑願います。

よろしいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。よろ

しいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

────────────── 

   △議案第１０９号 剰余金処分及び決算の

認定について（平成２５年度薩摩川内市水

道事業剰余金処分及び平成２５年度薩摩川

内市水道事業会計決算） 

○委員長（福田俊一郎）次に、議案第１０９号

剰余金処分及び決算の認定について、平成２５年

度薩摩川内市水道事業剰余金処分及び平成２５年

度薩摩川内市水道事業会計決算を議題といたしま

す。 

 当局の補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）別冊となっており

ます水道事業会計決算書の１ページをお開きくだ

さい。 

 水道事業決算報告書の収益的収支及び資本的収

支の予算決算の状況について、説明をいたします。 

 まず、（１）収益的収支の収入におきまして、

予算額合計１３億１,２２９万１,０００円に対し、

決算額１２億８,４１５万３９４円でございます。 
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 続きまして、支出になります。 

 予算額合計１２億６,２４８万５,０００円に対

して、決算額１１億６,０１４万７,３２８円とな

り、執行率９１.９％でございます。 

 また、地方公営企業法第２６条第２項の規定に

より、市道川永野・大原野線ほか１路線、舗装工

事を繰り越しをしております。 

 続きまして（２）資本的収支の収入におきまし

て、予算額合計２億７,５４７万３,０００円に対

し、決算額２億４,０８１万５,７８４円でござい

ます。 

 次に、支出におきまして、予算額合計１１億

５,９７６万７,０００円に対し、決算額９億

１,５１７万５,８８８円となっております。 

 また、翌年度繰越額として一般国道３号配水管

布 設 替 事 業ほ か ５事 業、 事 業 費 合計 ２ 億

２,４６４万円を翌年度へ繰り越しをしております。 

 また、資本的収支で不足する額６億７,４３６万

１０４円は、下段の表の下に記載してありますよ

う各財源で補填をしております。 

 次に、３ページをお願いします。 

 平成２５年度の損益計算書になります。 

 まず、営業利益から説明をいたします。 

 １、営業収益は（１）水道料金給水負担金の給

水収益と、（２）その他営業収益合計で、１２億

５６３万８,６４８円でございます。 

 ２、営業費用では、（１）原水及び浄水費から

（５）資産減耗費までの合計１０億２,６８９万

１,１７７円となり、営業利益は差し引き１億

７,８７４万７,４７１円となっております。 

 次に、経常利益について説明をいたします。 

 ３、営業外収益は、（１）受け取り利息及び配

当金から（３）雑収益までの合計１,９５５万

９７８円。４、営業外費用では、（１）支払い利

息及び企業債取扱諸費から（２）雑支出までの合

計９,２６０万３,６１２円となり、営業利益に営

業外収支を加減した経常利益が１億５６９万

４,８３７円となっております。 

 また、次の４ページ。５、特別損失として不納

欠損処理と４８５万９６０円、経常利益にこの特

別損失を加減し、当年度純利益が１億８４万

３,８７７円となっております。 

 次に、５ページをお開きください。 

 剰余金計算書になりますが、増減のあった科目

につきまして説明をいたします。 

 まず、資本金のうち自己資本金については、一

般会計からの出資金、資本金への組み替え、組み

入れへの合計２億３８６万７,０００円の増となっ

ております。 

 また、借入資本金には、企業債の借り入れ、企

業債の償還を加減し、２億５０９万１,６８３円の

減となっております。 

 次に、資本剰余金のうち贈財産評価額３９０万

７,８００円の増は、２件分の寄附採納分でござい

ます。 

 工事負担金４,８７７万３,５９１円は、木場茶

屋簡易水道に係る県の工事負担金、区画整理事業

等に伴う工事負担金でございます。 

 次に、利益剰余金のうち減債積立金１億

９,０００万円の減は、企業債の償還財源として取

り崩しをしております。 

 また、未処分利益剰余金１億８４万３,８７７円

は、本年度の純利益でございます。 

 下段の表になります。 

 平成２５年度薩摩川内市水道事業剰余金処分計

算書案について説明をいたします。 

 平成２５年度の利益を全て、議会の議決を得て、

企業債の償還財源となる減債積立金へ積立処分す

るものでございます。どうぞ、御承認方よろしく

お願いします。 

 次に、７ページをお開きください。 

 平成２５年度貸借対照表について、御説明をい

たします。 

 １、固定資産のうち（１）有形固定資産につき

ましては、後ほど有形固定資産明細書で説明をい

たしますが、平成２５年度の建設改良費で取得し

た固定資産を科目別に計上をしているところでご

ざいます。 

 （２）無形固定資産は、電話加入権、水利権で

ございます。 

 （３）投資有価証券は、大阪府公募公債でござ

います。 

 以上、固定資産合計１３６億１ ,８３１万

８,２１４円でございます。 

 次に、２、流動資産では、現金預金ほか合計で

１０億６,３２５万６,０１３円でございます。 

 固定資産と流動資産の合計、資産合計で

１４６億８,１５７万４,２２７円でございます。 
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 ８ページになります。 

 ３、固定負債の（１）引当金は、修繕引き当て

を積み立てております。 

 ４、流動負債は、（１）未払い金、（２）その

他流動負債合計で７,７５１万４,０８６円となり、

負債合計で１億７,７７７万５,６８８円でござい

ます。 

 ５、資本金は、（１）自己資本金、（２）借入

資本金で、合計１０６億３,４８３万２,３２９円

でございます。 

 ６、剰余金は、（１）資本剰余金、（２）利益

剰余金、合計３８億６,８９６万６,２１０円でご

ざいます。 

 資本金、剰余金の資本合計で、１４５億

３７９万８,５３９円となり、資産合計、負債・資

本合計ともに１４６億８,１５７万４,２２７円で

ございます。 

 ９ページをお願いします。 

 概況につきましては、局長が説明をいたしまし

たので、次の１１ページをお開きください。 

 職員に関する事項につきまして説明をいたしま

す。 

 平成２５年度につきましては、上水道課職員が

１人増となっておりますが、これは工業用水道事

業が１０月に廃止されたことによりまして、水道

事業支弁職員に振りかえたことによるものでござ

います。 

 また、水道事業支弁職員は、損益勘定支弁職員

が２０人、資本勘定職員が２人で、前年度より損

益勘定支弁職員が１人の増となっております。 

 １２ページから１７ページは、改良事業等でご

ざいます。 

 件数で６０件、工事費で４億７ ,２２０万

３,０００円でありますが、ナンバー４７、木場茶

屋加圧ポンプ電気設備工事からナンバー５２まで

の６件を、翌年度へ繰り越しをしております。 

 次に、１８ページをお願いします。 

 業務量を給水人口から有収率まで示してござい

ます。 

 有収率につきましては、全体で前年度と同じ

９１.４％であります。また、下段は供給単価、給

水原価を示してございます。 

 次に、２０ページをお願いします。 

 ４、会計の（２）企業債の状況ですが、本年度

の借入額１億７ ,６１０万円、償還額３億

８,１１９万１,６８３円で、その結果、当年度末

企業債残高４６億７,３５２万３,７３３円となり、

前年度より２億５０９万１,６８３円の減でござい

ます。 

 次の２１ページは、消費税の処理方法を記載し

てあります。２２ページから２４ページが附属明

細書でございます。 

 ２５ページをお開きください。 

 （１）有形固定資産明細でございます。 

 １年間の固定資産の増減及び減価償却費の明細

でございます。④の年度末現在高、⑦の減価償却

累計額、⑧の年度末償却未済高がそれぞれ７ペー

ジの貸借対照表の有形固定資産と一致をしている

ところでございます。 

 （２）無形固定資産の水利権につきましては、

川内川水利権申請に係る委託料を計上していると

ころでございます。 

 （３）投資有価証券につきましては、額面２億

円の大阪府公募公債を購入しております。 

 ２７ページから３４ページが、地域別の企業債

明細書でございます。 

 以上で水道事業の決算についての説明を終わり

ます。よろしくお願いします。 

○委員長（福田俊一郎）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

○委員（上野一誠）検針業務について、いろい

ろ関係があるので、下水道含めて関係があるんで

すが、ここでの管理の中でちょっと確認やらした

いと思うんですけど。監査委員等々も少し御意見

が出されたと思っているんですが、メーター検針

を業務委託をするときに、基本的にはどんなふう

になっていますか。会社にやるのか、個人的に御

相談するのか、ちょっとそれを教えてもらいたい。 

○水道管理課長（元石功一）基本的には、個人

委託、私人委託をしております。 

○委員（上野一誠）あってはならんことなんで

しょうけれども、御承知のとおり、先般、ある施

設がメーター検針の機材というか、それが二つあ

って、本来、大きなところをはからんないかんの

に――４０ミリのをはからんないかんのに、小さ

いほうの１３ミリを検針者がはかっていたと。そ

れでこれが大方約３年近くわからずに、そのこと
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が発覚をしたと。 

 それで、なぜ検針者の人が、小さなほうをメー

ター検針をしたのかということがあって、いわば

行政のメーター検針をされる方の的確なここをは

かるという一つの体制というか、あり方が極めて

できてなかったと。本人たちも行政もなぜここを

はかられたんだろうかという思いはあると思うん

だけれども。やっぱりそういう体制が的確ではな

かったというふうなことが判明をして、５０万強

の追徴が出るということですよね。今この事案を

どんなふうに思いますか。 

○委員長（福田俊一郎）管理課長、今、上野委

員のほうから指摘があったんですけれども、この

平成２５年度の決算にかかわることですが、これ

までも含めてちょっと委員の皆さんがわかるよう

に、今の御質問については全体像がわかるように、

ちょっと説明をしていただければと思います。 

○水道管理課長（元石功一）今、御指摘された

件ですが。ある施設で、新しい２年数カ月前にで

きた施設なんですが、４０ミリで給水工事の申し

込みがございました。４０ミリのメーターを現場

もつけてございます。それとあと一つ、その施設

の方が個人で、子メーター――１３ミリなんです

が、子メーター、というのをつけていらっしゃい

ました。 

 その子メーターにつきましては、テナント用で、

別の人が使った水をはかるんじゃないかというふ

うに想像されますが、そういったことで、親メー

ター、本来のメーターと、そこの所有者である方

が個人的につけられたメーター、１３ミリがあっ

た。 

 そういった中で、検針は４０ミリの検針をしな

いといけなかったんですが、子メーターの１３ミ

リで、開始からずっと――ことしの８月１５日に

そういうことがわかったんですが、その間、２年

数カ月ずっと、子メーターで検針をし、また水道

料金もその子メーターの使用水量で請求をしてい

たという事実が発覚をいたしました。 

 ４０ミリの使用水量と１３ミリの使用水量に大

きな開きがありまして、そこに水道料金、その地

域は下水道もあることから、下水道料金、二つの

料金に差額が生じたといった状況になっています。 

 我々、なぜそういうふうになったのかというこ

とで、原因を究明したんですが、検針される方が

もう既に亡くなっておられて、どういった状況で

その１３ミリの検針をしたのかという、そういっ

たのが不明というか、もう原因がわからないとい

うことで、お客様に対しては非常に御迷惑をおか

けし、おわびとあと事情説明を今現在やっている、

そういった状況でございます。 

 新しく水道を引かれたら、こういった黄色の、

これ新規カードと言うんですが、これが上水道課

からうちのほうに回ってきます。これにここに地

図が、メーターの場所の地図、地図を張りつけて、

この分を検針員さんのほうに今月はここの新規の

ところができましたので、場所はここですよ、

メーターはここにありますよといったことで検針

員さんのほうにお渡ししてあるんですが。これも

ちゃんとやっていたのに、なぜ４０ミリをはから

ずに子メーターの１３ミリをはかられたのか、そ

の辺がちょっとわからないところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（上野一誠）亡くなられた方は、もう

１年ぐらいになるので、その後も同じような検針

をしていたということから言うと、亡くなった方

に責任を押しつけるように聞こえるので、やっぱ

りそれは余り好ましくない。なぜ最初にそうなっ

たかということからすると、やっぱり業務委託を

するときの徹底さが足りなかったと、確認を上げ

たときに。そういうチェック機能がやっぱりでき

てないということもあるので、け死んだからわか

らんという捉え方は、若干、僕は余りそういう理

解したくないんだけど。そんな中でいろいろ行政

も法的な見解も求められながら、どういう形が仮

に救済措置ができるのかどうかも検討されたよう

には聞いてるんですけれども。私も自分の顧問弁

護士にはちょっと聞いてみたんですが、やっぱり

似たような回答をします。 

 ですから、後はやっぱり当初、今その黄色い

カードが上がるときに、当然、行政にはメーター

器をもらわれるときに、ここにはこういうことを

つけますということで、業者が提出をして、そし

て機材を受け取って設置をされるのが基本。そう

であれば当然その場所の施設のものがどこにある

か、どういうメーター、口径が入っているかとい

うのは、よく御理解いただくというふうに思いま

す。 

 ちょっと決算という立場から言えば、今後の問
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題を、少し物言いたかったんだけど。やはりこれ

はもう完全に行政側のミスと、水道局側のミスと

いうことになりますよね。この使った人は、もう

それだというふうにわからないわけなので、当然

ミスということで、後はどういう形で誠意を持っ

て御協力をいただくかという姿勢が大事だという

ふうに思います。 

 ただ、やっぱりその姿勢の出し方も、課長には

個人的にはお話したんですけど、いろいろあるの

で、もうちょっと誠意を持った仕方をしていかな

いと、なかなか無理があるような気がします。語

った後の問題として、また後で語ります。 

 そういう意味では、十分理解をもらう努力をま

ずしてください。それが１点と。今回、平成

２８年度の統合に向かって、やっぱり台帳整理も

されていかれると思うんですが、やっぱりそうい

う意味では二度というこう行為があってはいかん

というように思うので。やっぱり業者委託をされ

るときの、やっぱり初期の指導というか、そこあ

たりを十分、指導徹底をしてお願いしていかれな

いと、またほかにもないとは思うんだけれども、

今回、下水道の水量が全然違うということから、

はかって判明したというふうに聞いてるんですけ

れども。そこらのあり方も、やっぱり人はかわっ

ていきますので、いろいろ検針者もかわる部分が

あるので、十分その逐次、内容を御指導していた

だけるそういう管理体制を、さらにこの経験を生

かしていただきたいというような、これは意見、

要望として、また申し上げておきたいと思います。 

 何かコメントがあったら。 

○水道管理課長（元石功一）本当にお客様に対

しては、こちらのミスで非常に御迷惑をおかけし

ているところです。 

 その点につきまして、十分おわびをしながら、

今後、対応していきたいというふうに考えていま

すのでよろしくお願いします。 

○委員長（福田俊一郎）上野委員のほうから検

針業務についてのあり方について、意見、要望が

出ましたので、これについては、十分、対応して

いただきたいと思います。 

 ほかにございませんでしょうか。よろしいです

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑は尽きたと認めま

す。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決に入りますが、本案については剰

余金処分と決算認定の２つの表決が必要となる案

件でありますので、それぞれについて採決を行い

ます。 

 まず、本案のうち、平成２５年度薩摩川内市水

道事業剰余金処分について採決いたします。本剰

余金処分を原案のとおり可決すべきものと認める

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本剰余金処分は、原案のとおり可決すべ

きものと決定いたしました。 

 次に、平成２５年度薩摩川内市水道事業会計決

算について採決いたします。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

────────────── 

   △議案第１１０号 決算の認定について

（平成２５年度薩摩川内市工業用水道事業

会計決算） 

○委員長（福田俊一郎）次に、議案第１１０号

決算の認定について、平成２５年度薩摩川内市工

業用水道事業会計決算を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）別冊となっており

ます工業用水道事業決算書の１ページをお開きく

ださい。 

 （１）収益的収支の予算決算の状況について説

明をいたします。 

 平成２５年度は、供給先である富士通の撤退が

決定したことから、供給契約の変更で収入・支出

とも前年度よりも大きく減少しております。 

 内容について御説明をいたします。 

 収益的収入は、予算額合計２ ,０８３万

５,０００円、決算額１,２２５万９,０５１円でご

ざいます。 
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 また、支出につきましては、予算額合計

１ ,６９６万８ ,０００円、決算額６９８万

２,３３７円でございます。 

 ３ページをお願いします。損益計算書になりま

す。 

 まず、営業利益について、１、営業収益は、

（１）給水収益と（２）その他の営業収益、合計

で１,１５５万６,０００円でございます。 

 ２、営業費用では、（１）原水及び浄水費から

（３）減価償却費までの合計６６２万８,５１３円

で、営業利益は差し引き４９２万７,４８７円とな

り 、 こ れ に４ ペ ージ の営 業 外 収 益３ ４ 万

９,２２７円を加算し、経常利益、当期純利益とも

に５２７万６,７１４円となっております。 

 次に、５ページをお開きください。 

 剰余金計算書になります。当年度、増減があっ

たものについて説明いたします。 

 利益剰余金に増減がございますが、これは前年

度の決算で処分したものであります。 

 また、本年度の純利益５２７万６,７１４円を未

処分利益剰余金として計上をしております。 

 次に、７ページ、貸借対照表になります。 

 １、固定資産のうち、（１）有形固定資産につ

きましては、後ほど固定資産明細書で説明をいた

します。 

 ２、流動資産は、現金預金ほかで合計１億

６,０４８万６,２６５円で、資産合計が３億

７,６４８万８,９６２円でございます。 

 ８ページになります。 

 ４、資本金は、前年度と同額で９,０５７万

２０６円でございます。 

 ５、剰余金は、（１）資本剰余金、（２）利益

剰余金、合計で２億８,５９１万８,７５６円で、

資本合計が３億７,６４８万８,９６２円となり、

資産合計、負債資本合計ともに３億７,６４８万

８,９６２円でございます。 

 次の９ページは概況になりますが、先ほど局長

が説明をいたしましたので、１１ページをお開き

ください。 

 ３の業務で、（１）業務量のうち、契約給水量、

１日１,５００立方メートルから１日９００立方

メートルに変更しております。この契約給水量の

変更により、他の項目、対前年度比マイナスとな

っているところでございます。 

 １２ページになります。 

 （２）事業収入に関する事項、（３）の事業費

用に関する事項とも、給水契約の変更により対前

年度比マイナスになっております。（４）収納状

況ですが、収入未済額はございません。 

 次の１３ページをお願いします。 

 ４、会計の（３）のア、事業資金収支表ですが

１年間の現金収支でございます。 

 また、下段のウ、エにつきましては、工業用水

道事業廃止後、一般会計へ引き継ぐこととしてお

ります。 

 １４ページは、収益的収支明細書でございます。 

 １５ページをお願いします。 

 固定資産明細書について説明をいたします。 

 本年度は固定資産の購入はなく、増減はござい

ませんでした。 

 また、④の年度末現在高、⑦の減価償却累計額、

⑧の年度末償却未済高が貸借対照表の有形固定資

産と一致をしております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（福田俊一郎）当局の説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（上野一誠）一応、この会計は、一般会

計にかわるということですが。ちょっと今後の捉

え方として職員も減ということで、必要ないとい

うことになるんですが。そこの管理の問題は、今

後、もう動かさないので、ほとんど管理は必要な

いと思うんだけど。今後の行政としての管理体制

というか、あの施設に対する管理の捉え方はどう

いうふうにお考えですか。 

○上水道課長（福山清和）現在の施設は、富士

通のほうがもう撤退されまして、水源地、浄水場

がありますけれども。浄水場の隣にタンクもあり

ます、配水管、それから道路を越えてきまして、

富士通のところに入る大きな受水槽等があったん

ですけれども、そこまでの管につきましては、一

応、もう施設から切り離す形で公道上でもうとめ

てありますので、今度は建物と水源地がございま

すけれども。水源地につきましては、今年度地籍

調査の登記が終わる予定なんですが、おくれてい

るということで、登記が、分筆が確定するのが来

年度になりそうということで、今回、水源地のほ

うの進入路について、民間の方の分筆をさせてい
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ただいてましたので。それが確定すれば購入とい

うことで、予算化しておりましたけれども、そこ

がちょっと来年度になるような形になります。 

 それと、施設自体につきましては、今、場所が

いいところですので、どうしてものり面の草とか、

繁茂等については、ひんしゅくを買わないように

市の管理ですので、シルバー等を使って今までど

おり草払いについてはやるという考えであります。 

 それと、建物内の電気施設とか機械設備につき

ましては、もう維持管理がちょっと動力等は要り

ませんので、動力等については切ってあります。 

 あと、中で使えるものについても、長く置いて

おくとだめになりますので、再度また新しい施設

が使えるような状況になったときには、どうせ更

新とかいろんなのが必要になってきますので、使

えるものについては有効活用しながら、その時期

を見て判断したいと思っております。 

 以上です。 

○委員（上野一誠）一番、僕が心配していた、

僕も答弁いただいたので。全協でもあったように

富士通の購入が１年おくれるということから、市

長も何とか雇用も、企業という形で動いていただ

いているんですが。ぜひ、それが有効に活用でき

るような形を、もう本当に望んでるんですけれど

も。状況によっては、わからない部分もまだあり

ますので、草ぼうぼうになったり、地域からおっ

しゃるようにひんしゅく買わんような管理は、ぜ

ひ、しておいていただきたいというふうに、これ

は要望しておきます。 

○委員長（福田俊一郎）ほかにありませんでし

ょうか。よろしいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑は尽きたと認めま

す。 

 委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

────────────── 

   △議案第９４号 決算の認定について（平

成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

○委員長（福田俊一郎）次に、議案第９４号決

算の認定について、平成２５年度薩摩川内市一般

会計歳入歳出決算を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）それでは、一般会

計決算のうち水道管理課分について御説明をいた

します。 

 一般会計決算書の１３３ページをお開きくださ

い。 

 ４款３項１目水道費、支出済額２億３７９万

５,０００円で、備考欄のとおり簡易水道事業及び

温泉給湯事業特別会計への繰出金でございます。 

 次に、２０５ページをお願いします。 

 １ ３ 款 ２項 １ 目公 営企 業 費 、 支出 済 額

２,９０６万２,０００円で、水道事業会計への負

担金、補助金、出資金でございます。 

 以上で、一般会計のうち水道管理課分の説明を

終わります。よろしくお願いします。 

○委員長（福田俊一郎）当局の説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第９４号一般会計歳入歳出決算の

審査を一時中止します。 

 以上で水道管理課・上水道課を終わります。御

苦労さまでした。 

────────────── 

△下水道課の審査 

○委員長（福田俊一郎）それでは、次に下水道

課の審査に入ります。 

 まず、決算の概要について、水道局長の説明を

求めます。 

○水道局長（落合正浩）それでは、引き続き下

水道課につきまして、御説明いたします。 
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 決算附属書の１７５ページをお開きください。 

 一般会計のうち、１．地域下水処理事業は、市

内２施設につきまして維持管理費の経費でござい

ます。 

 次のページ、１７６ページに小型合併処理浄化

槽整備補助事業ですが、４８６基の設置に対しま

して補助金を交付しております。 

 次の１７７ページ、３．特別会計への繰出金に

つきましては、記載のとおりでございます。 

 次に４．雨水ポンプ場事業は、中郷・平佐の

２ポンプ場の維持管理経費であります。 

 次の１７８ページ、５．都市下水路事業は、四

つの都市下水路の維持管理経費を。６．下水道管

理費は、下水道事業実施に伴う職員、嘱託員の人

件費等をそれぞれ支出しております。 

 続きまして、１７９ページの公共下水道事業特

別会計につきまして、１．公共下水道処理施設管

理は、川内地区、上甑地区、２カ所の下水処理施

設の包括的民間委託費等が主なものでございます。 

 次に、１８１ページ、２．公共下水道整備は、

平佐地区の管渠整備舗装復旧工事等に係る経費で

あります。 

 次に、１８２ページです。農業集落配水事業特

別会計は、城上地区ほか４施設の維持管理経費等

であります。 

 各処理区の状況を次の１８３ページにかけて記

載しておりますので、御参照ください。 

 続きまして、１８５ページ、漁業集落排水事業

特別会計のうち、１．漁業集落排水処理施設管理

は、上甑地域平良地区、下甑地域片野浦及び手打

処理区の排水処理施設の維持管理費等でございま

す。 

 次のページ、１８６ページの２．手打地区漁業

集落排水施設整備は、管路整備・舗装復旧工事等

であります。 

 最後に、１８７ページになりますが、浄化槽事

業特別会計は、上甑地域の浄化槽施設の維持管理

等でございます。 

 以上で概要説明を終わります。詳細につきまし

ては、課長が説明いたします。よろしくお願いい

たします。 

────────────── 

   △議案第９７号 決算の認定について（平

成２５年度薩摩川内市公共下水道事業特別

会計歳入歳出決算） 

○委員長（福田俊一郎）それでは、議案第

９７号決算の認定について、平成２５年度薩摩川

内市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算を議題

といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）下水道課です。よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、各会計歳入歳出決算書の２４０ペー

ジをお開きください。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費は、公共下水道事業の

管理に要する経費で、支出済額は９,５４２万

８,１３８円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり公共

下水道管理費におきまして、宮里浄化センター等

包括的維持管理業務委託ほか８件が主なものでご

ざいます。 

 なお、各節の不用額につきましては、それぞれ

の実績によるものでありますが、１４節使用料及

び賃借料につきましては、災害時の停電等に対応

するため、バキューム車等の借り上げ料を計上し

ておりましたが、災害対応がなかったため、未執

行となったものでございます。 

 また、翌年度への繰越明許費７００万円は、上

甑の中甑・中野浄化センターの長寿命化計画策定

業務に係るもので、処理場の汚水処理の工程上、

調査時期の調整から繰り越したもので、本年７月

末に完了しております。 

 次に、２款１項１目施設整備費は、公共下水道

事 業 の 整 備に 要 する 経費 で 、 支 出済 額 は

３,２７５万４,４２５円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり、職

員一人分の給与費及び平佐地区私道管渠築造工事

ほか１０件が主なものでございます。 

 なお、２２節補償・補填及び補償金の不用額に

つきましては、汚水管の埋設位置の調整により、

ガス及び水道管の移設を抑えられたことによるも

のでございます。 

 ま た 、 翌年 度 への 繰越 明 許 費 ５８ ７ 万

１,０００円は、平佐地区で実施しております私道

路の管渠築造工事に係るもので、管理者との調整

に時間を要したことにより繰り越したもので、本

年５月末で完了しております。 
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 次に、３款１項公債費の支出済額は、１目元金

及び２目利子の合計で、３億１ ,９５２万

２,８８６円であります。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき、２３６ページをお開きくだ

さい。 

 １款２項１目１節公共下水道事業負担金の収入

済額は、１,８３６万８,０００円で、川内処理区

の公共下水道事業受益者負担金が主なものでござ

います。 

 １款２項１目２節公共下水道事業負担金滞納繰

越分の収入済額は、５１万５,０００円で、公共下

水道事業受益者負担金滞納の繰越分でございます。

収入未済額１６７万３,６００円は、滞納繰越分と

して、現在、徴収に努めているところでございま

す。 

 次に、２款１項１目１節公共下水道施設使用料

の収入済額は、１億１,３８４万４,２３０円で、

川内処理区及び上甑処理区の公共下水道施設使用

料であります。収入未済額５６０万９,４８０円は、

滞納繰越分として現在徴収に努めているところで

ございます。 

 なお、平成２５年度におきまして、滞納者の行

方不明により徴収不能となったもののうち、地方

自治法の規定によります５年を経過した５万

６,２１０円を不納欠損処理しております。 

 次に、２款１項１目２節公共下水道施設占用料

の収入済額は、１万４,４００円であります。 

 次に、２款２項１目１節指定等手数料の収入済

額は、４０万９,４００円であります。 

 次に、２款２項２目１節督促手数料の収入済額

は、１０万８,５００円であります。 

 収入未済額１０万２,８００円は、施設使用料に

係ります督促手数料であります。 

 なお、平成２５年度におきまして、１,４００円

を不納欠損処理しております。 

 ３款１項１目１節公共下水道費補助金の収入済

額は１５０万円で、公共下水道事業費補助金です。 

 次に、２３８ページをお開きください。 

 ４款１項１目１節一般会計繰入金の収入済額は、

３億３６４万１,８７９円で、一般会計繰入金でご

ざいます。 

 次に、５款１項１目１節前年度繰越金の収入済

額は５９０万１,０００円で、繰越事業費等財源充

当繰越金であります。 

 次に、６款２項１目１節雑入の収入済額は、

３７万４,０４０円で、原子力立地給付金が主なも

のであります。 

 最後に、７款１項１目１節公共下水道事業債の

収入済額は７９０万円で、うち１９０万円は前年

度繰越明許費分であります。 

 それでは、２４２ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書で、歳入歳出差し引き額

４８７万１,０００円は、全額翌年度へ繰り越すべ

き財源の繰越明許費繰越額であり、平成２５年度

の実質収支額はゼロ円であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福田俊一郎）当局の説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。御質疑願います。

よろしいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 委員外議員、ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

────────────── 

   △議案第９８号 決算の認定について（平

成２５年度薩摩川内市農業集落排水事業特

別会計歳入歳出決算） 

○委員長（福田俊一郎）次に、議案第９８号決

算の認定について、平成２５年度薩摩川内市農業

集落排水事業特別会計歳入歳出決算を議題といた

します。 

 当局の補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、各会計歳

入歳出決算書の２５１ページをお開きください。 

 まず、歳出について説明いたします。 
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 １款１項１目一般管理費は、農業集落排水事業

の管理に要する経費で、支出済額は３,８１９万

７,３５６円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり、里

浄化センターほか維持管理業務委託ほか１４件が

主なものでございます。 

 なお、各節の不用額につきましては、それぞれ

の実績によるものでありますが、１４節使用料及

び賃借料につきましては、災害時の停電等に対応

するため、バキューム車等の借り上げ料を計上し

ておりましたが、災害対応がなかったため、未執

行となったものでございます。 

 １５節工事請負費につきましては、公共升の設

置工事がなかったため、未執行となったものでご

ざいます。 

 １８節備品購入費につきましては、新規の井戸

水用のメーター設置がなかったため、未執行とな

ったものでございます。 

 次に、３款１項公債費の支出済額は、１目元金

及 び ２ 目 利 子 の 合 計 で １ 億 ６ , ５ ３ ５ 万

５,６２８円であります。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき２４７ページをお開きくださ

い。 

 １款１項１目１節農業集落排水事業分担金の収

入済額は３２万円で、城上処理区及び祁答院中央

処理区の農業集落排水事業分担金であります。 

 次に、２款１項１目１節農業集落排水施設使用

料の収入済額は、４,９３７万７,０６０円で、城

上処理区ほか４処理区の農業集落排水施設使用料

であります。収入未済額７１万６,３４０円は、滞

納繰越分として、現在、徴収に努めているところ

でございます。 

 なお、平成２５年度におきまして、１万

６,７９０円を不納欠損処理しております。 

 次に、２款１項１目２節農業集落排水施設占用

料の収入済額は、１万２,０００円であります。 

 次に、２款２項１目１節指定等手数料の収入済

額は、８万８,０００円であります。 

 ２款２項２目１節督促手数料の収入済額は、

３万５,７００円であります。 

 収入未済額１万５,１００円は、施設使用料に係

ります督促手数料であります。 

 なお、平成２５年度におきまして８００円を不

納欠損処理しております。 

 次に、２４９ページをお開きください。 

 ４款１項１目１節一般会計繰入金の収入済額は、

１億５,３３８万５,３５２円であります。 

 次に、６款２項１目１節雑入の収入済額は

３３万４,８７２円で、原子力立地給付金でありま

す。 

 それでは、２５３ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書で、歳入総額から歳出総

額を差し引きした実質収支額はゼロ円であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福田俊一郎）ただいま当局の説明が

ありましたが質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

────────────── 

   △議案第９９号 決算の認定について（平

成２５年度薩摩川内市漁業集落排水事業特

別会計歳入歳出決算） 

○委員長（福田俊一郎）次に、議案第９９号決

算の認定について、平成２５年度薩摩川内市漁業

集落排水事業特別会計歳入歳出決算を議題といた

します。 

 当局の補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、各会計歳

入歳出決算書の２６２ページをお開きください。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費は、漁業集落排水事業

の管理に要する経費で、支出済額は１,５１３万

６,３７０円であります。 
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 内訳につきましては、備考欄記載のとおり漁業

集落排水管理費において、手打浄化センターほか

維持管理業務委託ほか１０件が主なものでござい

ます。 

 なお、各節の不用額につきましては、それぞれ

の実績によるものでございますが、１４節使用料

及び賃借料につきましては、災害時の停電等に対

応するため、バキューム車等の借り上げ料を計上

しておりましたが、災害対応はなかったため、未

執行となったものでございます。 

 次に、２款１項１目施設整備費は、漁業集落排

水事業の整備に要する経費で、支出済額は

３,４００万７,３００円でございます。内訳につ

きましては、備考欄記載のとおり、漁業集落排水

施設整備費において、手打地区舗装工事ほか６件

及び管路工事に伴う水道管仮設工事補償でござい

ます。 

 次に、３款１項公債費の支出済額は、１目元金

及び２目利子の合計で５,５１７万４,８５０円で

あります。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき２５８ページをお開きくださ

い。 

 １款１項１目１節漁業集落排水事業分担金の収

入済額は２００万円で、内訳につきましては備考

欄記載のとおり、手打処理区、上甑処理区の漁業

集落排水事業分担金でございます。 

 次に、２款１項１目１節漁業集落排水施設使用

料の収入済額は、１,５７１万５,２６０円で、上

甑処理区ほか２処理区の漁業集落排水施設使用料

でございます。収入未済額１０万９,６６０円は、

滞納繰越分として、現在、徴収に努めているとこ

ろでございます。 

 次に、２款１項１目２節漁業集落排水施設占用

料の収入済額は９,０００円であります。 

 次に、２款２項１目１節確認手数料の収入済額

は、１７万６,７００円であります。 

 次に、２款２項２目１節督促手数料の収入済額

は、９ ,３００円であります。収入未済額

２,９００円は、施設使用料に係ります督促手数料

であります。 

 ３款１項１目１節漁業集落排水事業補助金の収

入済額は、１,０７７万５,０００円で、手打地区

の漁業集落排水事業補助金で、前年度繰越明許費

分でございます。 

 ４款１項１目１節一般会計繰入金の収入済額は、

６,０６１万５,２４０円であります。 

 次に、２６０ページをお開きください。 

 ５款１項１目１節前年度繰越金の収入済額は

７１６万９,０００円で、繰越事業費等財源充当繰

越金であります。 

 次に、６款２項１目１節雑入の収入済額は

２４４万９,０２０円で、消費税還付金が主なもの

でございます。 

 最後に、７款１項１目１節漁業集落排水事業債

の収入済額は５４０万円で、繰越明許費分でござ

います。 

 それでは、２６４ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書で、歳入総額から歳出総

額を差し引きした実質収支額はゼロ円でございま

す。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福田俊一郎）当局の説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 委員外議員、ございませんでしょうか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

────────────── 

   △議案第１００号 決算の認定について

（平成２５年度薩摩川内市浄化槽事業特別

会計歳入歳出決算） 

○委員長（福田俊一郎）次に、議案第１００号

決算の認定について、平成２５年度薩摩川内市浄

化槽事業特別会計歳入歳出決算を議題といたしま

す。 
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 当局の補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、各会計歳

入歳出決算書の２７１ページをお開きください。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費は、上甑地域の市設置

型浄化槽の管理に要する経費で、支出済額は

９５１万３,０１６円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり、浄

化槽管理費において、上甑地区戸別合併処理浄化

槽維持管理業務委託ほか１件と。ほか１件につき

ましては消費税改正に伴います電算システム改修

でございます。 

 なお、各節の不用額につきましては、それぞれ

の実績によるものでございます。 

 次に、３款１項公債費の支出済額は、１目元金

及び２目利子の合計で５３３万５,２６４円であり

ます。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき２６９ページをお開きくださ

い。 

 ２款１項１目１節浄化槽排水施設使用料の収支

済額は、７４５万９,７９０円で、内訳につきまし

ては、備考欄記載のとおり、上甑地域の浄化槽排

水施設使用料でございます。収支未済額５万

３,８６０円は、滞納繰越分として、現在、徴収に

努めているところでございます。 

 次に、２款２項２目１節督促手数料の収支済額

は ３ , ８ ０ ０ 円 で あ り ま す 。 収 入 未 済 額

１,０００円は、施設使用料に係ります督促手数料

でございます。 

 次に、４款１項１目１節一般会計繰入金の収入

済額は、７３８万４,６９０円であります。 

 それでは、２７３ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書で、歳入総額から歳出総

額を差し引きした実質収支額はゼロ円であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福田俊一郎）これより質疑に入りま

す。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

────────────── 

   △議案第９４号（平成２５年度一般会計歳

入歳出決算） 

○委員長（福田俊一郎）次に、審査を一時中止

してありました議案第９４号平成２５年度一般会

計歳入歳出決算を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、各会計歳

入歳出決算書の１２９ページをお開きください。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 ４款２項４目地域下水処理費は、下水処理施設

の維持管理及び小型合併処理浄化槽設置に関わる

補助金交付等に係る経費で、支出済額は１億

９,６１７万４,３２５円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり、下

水処理施設管理費において、永利浄化センター維

持管理業務委託ほか５件と、小型合併処理浄化槽

整備補助事業費において、小型合併処理浄化槽設

置整備事業補助金４８６件、浄化槽費において浄

化槽事業特別会計繰出金が主なものでございます。 

 各節の不用額につきましては、それぞれの実績

によるものでございますが、１９節負担金補助及

び交付金の不用額２９７万２,２６４円は、小型合

併処理浄化槽設置事業整備事業補助金の実績によ

るものが主なものでございます。 

 次に、１４３ページをお開きください。 

 ６款３項４目農業集落排水費は、農業集落排水

事業特別会計への繰り出しに要する経費で、支出

済額は１億５,３３８万５,３５２円であります。 

 次に、１４９ページをお開きください。 

 ６款５項５目漁業集落排水費は、漁業集落排水

事 業 特 別 会計 へ の繰 出金 で 、 支 出済 額 は

６,０６１万５,２４０円であります。 

 次に、１６５ページをお開きください。 
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 ８款５項４目下水道費の支出済額は、４億

１,１７２万２,４６８円であります。 

 内訳につきましては、１６７ページをお開きく

ださい。 

 備考欄記載のとおり、下水道管理費において、

行政事務嘱託員１名の報酬、職員１２名分の給与

費、日本下水道協会会費ほか９件、中郷・平佐ポ

ンプ場維持管理業務委託ほか２件、公共下水道費

におきまして、公共下水道事業特別会計繰出金が

主なものでございます。 

 また、各節の不用額につきましては、それぞれ

の実績によるものでございます。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき１９ページをお開きください。 

 １４款１項３目１節衛生使用料の収入済額

３,０７７万８,０７０円のうち、下水道課分は

２,１４２万４,４３０円であります。 

 内訳につきましては、次のページ、２１ページ

の備考欄記載のとおり、永利処理区及び鹿島処理

区の下水道施設使用料が主なものでございます。

収入未済額２７万１,２９０円は、全額下水道課分

で、滞納繰越分として、現在、徴収に努めている

ところでございます。 

 次に、２５ページをお開きください。１４款

１ 項 ６ 目 ３節 都 市計 画使 用 料 の 収入 済 額

４ ,４２３万３７０円のうち、下水道課分は

７,６３０円で、都市下水路占用料であります。 

 次に、３１ページをお開きください。１４款

２項３目１節衛生手数料の収入済額６,０８３万

１ , ０ ８ ５ 円 の う ち 、 下 水 道 課 分 は ４ 万

６,０００円で、排水整備計画確認等手数料が主な

ものでございます。 

 次に、３目２節督促手数料の収入済額２万

６００円は、全額下水道課分で、収入未済額

３,５００円は、衛生使用料に係ります督促手数料

でございます。 

 次に、３７ページをお開きください。１５款

２項３目２節清掃費補助金の収入済額５,８７３万

６,０００円は、全額下水道課分で、小型合併処理

浄化槽設置整備事業補助金に係ります国の循環型

社会形成推進交付金でございます。補助率は、本

土が３分の１、甑島が２分の１でございます。 

 次に、４５ページをお開きください。１６款

２項３目３節清掃費補助金の収入済額３,７８２万

７,０００円は、全額下水道課分で、小型合併処理

浄化槽設置整備事業補助金に係る県の浄化槽整備

事業交付金でございます。なお、補助率につきま

しては、基本補助率、本土分が３分の１、離島分

が４分の１が、市の財政力指数等によりまして調

整され、平成２５年度に実質の補助率は、本土分

が２２％、甑島分が１６.５％となっております。 

 次に、４７ページをお開きください。１６款

２ 項 ４ 目 ４節 水 産業 費補 助 金 の 収入 済 額

４,００５万１,０００円のうち、下水道課分は

２１６万７,０００円で、漁業集落排水施設整備促

進交付金でございます。 

 次に、５５ページをお開きください。１７款

１ 項 ２ 目 １節 利 子及 び配 当 金 の 収入 済 額

１,５０５万１,９５１円のうち、下水道課分は

１万５,６８５円でございます。内訳につきまして

は、次のページ、５７ページの備考欄、上から

１６行目にございますとおり、下水道整備貸付基

金利子収入でございます。 

 次に、６３ページをお開きください。２１款

５項４目１節雑入の収入済額５億９,６５６万

４,７７６円のうち、下水道課分は４,０００円で、

７５ページの備考欄の上から９行目にありますと

おり、日本下水道事業団負担金返納金でございま

す。 

 続きまして、財産の管理状況について説明いた

しますので、３８６ページをお開きください。基

金の表中、運用基金の一番下になります下水道整

備貸付基金が下水道課分で管理している基金でご

ざいます。基金の総額は１億２,０００万円で、平

成２５年度中の増減はございませんでした。 

 次に、基金の運用状況について説明いたします

ので、３９４ページをお開きください。下水道整

備貸付基金は、下水道への接続推進を図るため、

無利子の貸し付け制度として運用しております。

貸し付けの対象は、下水道施設へ接続するための

排水設備改造工事に係る経費でございます。本基

金の運用状況でございますが、（５）の貸し付け

の状況のとおり、平成２５年度中の貸し付けは川

内地域の２件で、貸付額の総額は１１０万円であ

ります。また、平成２５年度末の基金の貸付基金

は、金額は、（６）基金の３月末現在のとおり

８５８万４ ,７００円で、現金残高は１億

１,１４１万５,３００円となっております。 
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 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福田俊一郎）当局の説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。

委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 以上で下水道課を終わります。御苦労さまでし

た。 

────────────── 

△建設政策課の審査 

○委員長（福田俊一郎）それでは、建設政策課

の審査を行います。 

 まず、決算の概要について、建設部長の説明を

求めます。 

○建設部長（泊 正人）お疲れさまでございま

す。これから、建設部の審査のほう、よろしくお

願いを申し上げます。 

 まず、建設部全体といたしまして、平成２５年

度の一般会計で、予算額が６０億８,７６２万

８ ,０００円、決算額が５３億７ ,９８６万

３,４６１円ということで、８８％ほどの執行率で

ございました。前年度が７９でしたので、執行率

といたしましては９％ほど向上をしたと思ってお

ります。 

 それでは、建設政策課の説明をさせていただき

ますので、決算附属書につきましては１２７ペー

ジでございます。建設政策課といたしましては、

部内の庶務、会計事務のほか、予算や事業調整な

ど、他の課からの受託事業の調整などを行ってお

ります。 

 また、特に国県事業の要望活動を主に実施をし

ているところでございますが、まず、川内川改修

につきましては、市街部改修のほうで、現在、大

小路地区を鋭意進めているところでございます。

一部、大型物件の用地交渉に難儀はしております

が、全体的には順調に進んでおりまして、本年、

１０月に、もう１０月になりましたけれども、天

大橋からおれんじ鉄道の間の事業、工事が着手す

ることとなっております。 

 また、南九州西回り自動車道につきましても、

都－高江間が来年３月には供用開始できる見通し

でございます。このほか、藺弁田瀬戸架橋につき

ましても、県の事業ではありますけれども、窓口

となって、いろいろな調整をしているところで、

鋭意順調に進ませていただいているところでござ

います。詳細につきましては、課長のほうから説

明がございますので、よろしくお願い申し上げま

す。 

────────────── 

   △議案第９４号 決算の認定について（平

成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

○委員長（福田俊一郎）それでは、議案第

９４号一般会計歳入歳出決算について、当局の補

足説明を求めます。 

○建設政策課長（須田徳二）建設政策課です。

よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第９４号決算の認定について

（平成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算）のうち、建設政策課分について御説明いたし

ます。 

 まず、歳出から御説明いたしますので、各会計

歳入歳出決算書の１５５ページをお開きください。

８ 款 １ 項 １目 土 木総 務費 の 支 出 済額 ２ 億

６,６４５万９,８９５円は、職員の人件費などの

一般管理経費及び道路関係の要望活動等に要した

経費でございます。 

 歳出の主なものは、備考欄記載のとおり、建設

部関係職員３２名分の職員給与費並びに鹿児島県

市町村社会基盤整備推進協議会負担金のほか９件

であります。なお、負担金の額につきましては、

それぞれの各期成会、協議会等において均等割、

人口割並びに道路延長割で決定されております。 

 ３節職員手当等で８１万３,９０５円の不用額で

ありますが、この不用額につきましては、時間外

勤務手当の執行残７４万３,８３３円が主なもので、

建設部全体の時間外勤務手当を建設政策課で予算

措置し、各課に配分しておりますことから、各課

の実績による執行残の合計がこの額になったもの

であります。 

 次に、１５９ページをお開きください。８款

３項１目河川総務費の支出済額１億１,１６１万

５,４５４円のうち、建設政策課分は１３２万

５,０４０円であります。歳出の内容でありますが、

河川改修関係の要望活動や会議出席に要した経費
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であり、主なものは備考欄記載のとおり、河川管

理費において、川内川下流改修促進期成会負担金

及び川内市街部改修促進期成会補助金であります。 

 次に、１６１ページをお開きください。８款

４項１目港湾総務費の支出済額１億２,５５３万

２ ,１７７円のうち、建設政策課分は５０万

４,４７０円であります。歳出の内容でありますが、

港湾関係の要望活動や会議出席に要した経費であ

り、主なものは、備考欄記載のとおり、港湾総務

費において、日本港湾協会負担金のほか２件の負

担金であります。 

 次に、１６３ページをお開きください。８款

５ 項 １ 目 都市 計 画総 務費 の 支 出 済額 １ 億

１,９５８万６,２５０円のうち、建設政策課分は

６５万５,２５０円であります。歳出の内容であり

ますが、南九州西回り自動車道の建設促進に係る

要望、関係機関との協議調整に要した経費であり、

主なものは、備考欄の下から２２行目になります

南九州西回り自動車道建設促進事業費において、

同自動車道建設促進期成会負担金ほか１件と、同

じく、同自動車道川内隈之城道路建設促進協力会

補助金であります。 

 続きまして、歳入について御説明いたしますの

で、前に戻っていただき、６３ページをお開きく

ださい。２１款５項４目１節雑入の調定額７億

９９０万１,７１７円のうち、建設政策課分は

２,５１７万２,０００円で、全額が収入未済とな

っております。詳細につきまして御説明いたしま

すので、別冊となっております決算資料１の

２１１ページをお開きください。決算資料１にな

ります。 

 上の一般会計の表の上から７番目が建設政策課

分で、調定額、収入未済額とも同額の２,５１７万

２,０００円であります。内容につきましては、右

側の内容欄記載のとおり、旧東郷町道工事請負費

返納金であります。この返納金につきましては、

平成１６年１０月から請求しているもので、年

２回、配達証明により催告書を送付するとともに、

数回の面談も行ってきましたが、これまで納入さ

れない状況になっております。平成２５年度にお

きましても、平成２５年９月５日と平成２６年

３月４日に催告書を送付しております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福田俊一郎）当局の説明がありまし

た。これより質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（橋口博文）西回り自動車道の関係です

けれども、皆さんのおかげで、高江から都町の供

用開始が来年の３月初めにはされると思いますけ

れども、これも皆さんのおかげだと思います。 

 それと、２６年度で事業は終わるわけですけれ

ども、この区間が。今度、水引から阿久根間が新

規になっていくわけですけれども、これはやっぱ

り工事が途絶えんごとな。２６年度で向こうが終

わりますから、２７年度はまた新たにこの事業が

始まるように。これも皆さんが努力をしていただ

いて、都市計画決定やら、あるいは環境整備も終

わって、あとは予算の獲得だと思いますけれども、

そういう努力をしてくださいますように。そうす

ることが、これからの建設業界もまた仕事もふえ

てくると思いますので、ひとつよろしくお願いし

たいと思います。何か。 

○建設部長（泊 正人）水引－阿久根間につき

ましては、さきの建設水道委員会でもお話ししま

したとおり、現在、都市計画決定のほうが終わり

まして、２７年度の新規採択事業として国に強力

な要望活動を進めております。一部、分割採択と

いうような、ちょっと危機感なども聞こえてきて

おりますけれども、現時点では一生懸命行ってお

ります。２７年度、事業採択されますと、調査設

計、測量に入りまして、用地交渉というのが

２８後半、２９ぐらいから入っていくんだろうと

いうふうに思っておりますので、いずれにいたし

ましても、今、橋口委員おっしゃいましたように、

一生懸命強力な推進をしてまいりたいと思います。

よろしくお願いします。 

○委員長（福田俊一郎）ほかにございませんで

しょうか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）よろしいですか。質疑

はつきたと認めます。 

 委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 以上で建設政策課を終わります。御苦労さまで

した。 

 ここで休憩いたします。再開はおおむね午後

１時といたします。 
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         ～～～～～～～～～～ 

         午前１１時４７分休憩 

         ～～～～～～～～～～     

         午後 ０時５９分開議 

         ～～～～～～～～～～     

○委員長（福田俊一郎）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

────────────── 

△建設整備課の審査 

○委員長（福田俊一郎）次に、建設整備課の審

査に入ります。 

 まず、決算の概要について、建設部長の説明を

求めます。 

○建設部長（泊 正人）午後のほうも引き続き

よろしくお願いいたします。 

 それでは、建設整備課について、主要施策につ

いて御説明をさせていただきます。 

 決算附属書の１２８ページから１３２ページに

わたって記載をされております。建設整備課につ

きましては、道路の新設、公園の整備及び管理等

を行っているところでございます。 

 都市計画道路の整備につきましては、長年、通

行どめをさせていただいておりました横馬場・田

崎線がことしの３月２２日に供用開始をされまし

て、効果が出てきております。それに引き続きま

して、駅前・白和線のほうの都市計画道路の整備

に入っているところでございます。 

 一般道路整備事業につきましても、各地区数多

い路線の中から優先的に地域ごとに整備を進めて

いるところでございます。 

 県の港湾整備につきまして、負担金を支出いた

しておりますけれども、平成２５年度は甑島の高

速船就航もあり、例年に比べ、負担金も増額とな

ったところでございます。 

 また、県道の整備につきましても、それぞれ路

線ごと、事業ごとに負担金のほうを支払っている

ところでございます。 

 公園管理につきましては、長寿命化修繕計画に

基づき、遊具等の整備を行い、また、指定管理に

よります全ての公園を事故なく管理をしていくこ

とができました。 

 詳細につきましては、課長のほうから説明がご

ざいますので、よろしくお願い申し上げます。 

────────────── 

△議案第９４号 決算の認定について（平

成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

○委員長（福田俊一郎）それでは、議案第

９４号一般会計歳入歳出決算について、当局の補

足説明を求めます。 

○建設整備課長（四元新一）それでは、議案第

９４号平成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出

決算の建設整備課分について説明いたします。 

 まず、歳出から説明いたしますので、決算書の

１４１ページをお開きください。６款３項１目農

業土木総務費の支出済額１億６５７万５,６９９円

のうち、建設整備課分は、備考欄の下段あたりに

ございます農村公園管理費９８９万７２３円で、

矢立農村公園指定管理業務委託ほか１１件の委託

料及び矢立農村公園維持修繕工事費に要した経費

でございます。 

 次に、１５７ページをお開きください。８款

２ 項 ３ 目 道路 新 設改 良費 の 支 出 済額 ３ 億

４,５６８万８,１４１円のうち、建設整備課分は、

交通安全施設単独事業費を除きまして３億

２,５６９万５１２円でございます。備考欄をごら

んください。一般道路整備事業費は、職員８人分

の給与費、市道舟見線道路改良舗装工事ほか

３１件の工事請負費及び関連する測量設計業務委

託、用地購入、建物等移転補償に要した経費でご

ざいます。また、県道整備事業市町村負担金とし

まして、川内・祁答院線ほか６路線の県道整備に

対して負担金を支出しております。 

 次に、１５９ページの備考欄をごらんください。

特定離島道路整備事業費は、鹿島の市道鳥ノ巣線

の拡幅整備に向けた測量設計業務委託に要した経

費、川内地域踏切改良拡幅事業費は、網津踏切の

拡幅整備に向けた市道網津・唐浜港線の測量設計

業務委託に要した経費、中甑江石線整備事業費は、

上甑の市道中甑江石線道路改良舗装工事ほか１件

の工事請負費、手打４号線整備事業費は、下甑の

市道手打４号線道路改良舗装工事ほか関連する用

地購入や建物等移転補償に要した経費でございま

す。 

 ここで、１５節の工事請負費の不用額が５４万

４,４３５円となっておりますが、このうち、建設

整備課分は５４万２,０６４円で、これは一般道路

や電源事業と、それぞれの事業で発生した入札執
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行残の積み上げ分でございます。 

 次に、１６１ページをお開きください。８款

３項２目河川改良費の支出済額４ ,９８６万

６,５５０円のうち、建設整備課分は、特定離島河

川整備事業に係る１,５６５万３,５５０円でござ

います。これは、里の大林川水路整備工事ほか

１件の工事請負費等に要した経費でございます。 

 次に、同ページの下段、８款４項１目港湾総務

費の支出済額１億２,５５３万２,１７７円のうち、

建設整備課分は１６３ページの備考欄の港湾県営

事業負担金１億２,２７７万７,０００円で、これ

は県が施行する川内港、長浜港、里港に係ります

港湾整備の負担金として支出したものでございま

す。 

 次に、１６５ページをお開きください。８款

５項２目街路費の支出済額９億２ ,０４８万

１８７円のうち、建設整備課分は、横馬場・田崎

線及び駅前・白和線に係る６億２ ,５６６万

１,６８７円でございます。備考欄の横馬場・田崎

線整備事業費は、ＪＲ立体交差部の工事について

ＪＲに委託しておりましたが、その２５年度分の

委託料及び排水ポンプ施設工事ほか１３件の工事

請負費が主な経費でございます。駅前・白和線整

備事業費は、市道駅前・白和線道路舗装工事ほか

３件の工事請負費及び関連する電柱等の移転補償

に要した経費でございます。 

 次に、１６７ページをお開きください。８款

５項５目公園緑地費の支出済額は２億２,４８０万

４３７円でございます。備考欄の公園管理事業費

は、公園の指定管理業務委託等５７件分の委託料

や、田ノ尻展望所トイレ新築工事ほか７件の工事

請負費等に要した経費、三堂公園整備事業費は、

職員３人分の給与費及び遊具広場整備工事ほか

４件の工事請負費、久見崎公園整備事業費は、公

園の施設整備工事に要した経費でございます。 

 ここで、１５節工事請負費の不用額が１８６万

６,２５０円となっておりますが、これは向田かわ

まちづくり事業で、川内川河川事務所発注工事等

の発生土を受け入れるための工事を計画しており

ましたが、受け入れ調整を行った結果、未執行と

なったことと、あと、久見崎公園の入札執行残に

よるものでございます。 

 次に、２０３ページをお開きください。１１款

４項１目現年公用・公共施設災害復旧費の支出済

額１２１万４,６００円のうち、建設整備課分は

８０万５００円でございます。これは、夜萩丸山

公園のあずまや修繕や藤本農村公園の支障木伐採

除去等に要した経費でございます。 

 以上で歳出についての説明を終わります。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

決算書の２１ページをお開きください。１４款

１項４目農林水産使用料、１節農業使用料、収入

済額１８９万１,０３６円のうち、建設整備課分は、

備考欄下段に記載のとおり、農村公園に係ります

行政財産使用料１,６３０円で、これは東郷藤川ふ

れあい交流公園ほかの農村公園内に立っておりま

す電柱等の使用料でございます。 

 次に、２５ページをお開きください。１４款

１項６目土木使用料３節都市計画使用料、収入済

額４,４２３万３７０円のうち、建設整備課分は、

公園使用料等に係るもので、１ ,３５５万

２,２９０円でございます。備考欄の公園使用料占

用分は、各公園内に立っている電柱、電話柱等の

占用料、公園使用料本庁分は、樋脇の丸山自然公

園等の施設使用料、隈之城川公園駐車場使用料は

月決め２０５台分と、時間貸し８２台分に係る駐

車料金、行政財産使用料は、向田公園ほかの自動

販売機設置等に係ります使用料、三堂公園使用料

は、三堂公園の施設使用料でございます。 

 次に、３１ページをお開きください。１４款

２項６目土木手数料、１節土木手数料、収入済額

１,２７５万２,６１０円のうち、建設整備課分は

備考欄に記載の諸証明手数料２７０円で、これは

ボランティア実績証明に係る手数料でございます。 

 次に、３７ページをお開きください。１５款

２項６目土木費補助金、１節道路橋梁費補助金、

収入済額１億４,３３５万２,０００円のうち、建

設整備課分は１,４７８万９,０００円でございま

す。また、収入未済額１,２５１万１,０００円は、

上甑の中甑江石線及び下甑の手打４号線にかかわ

ります事業費の一部を翌年度に繰り越したため生

じたものでございます。備考欄の社会資本整備総

合交付金は、網津踏切ほか２路線の整備に伴う補

助金でございます。 

 次に、２節都市計画事業費補助金、収入済額

４億８４０万２,０００円のうち、建設整備課分は

３億１,１９３万９,０００円でございます。また、

収入未済額７１８万円は、横馬場・田崎線及び駅
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前・白和線に係る事業費の一部を翌年度に繰り越

したため生じたものでございます。備考欄の社会

資本整備総合交付金は、横馬場・田崎線及び駅

前・白和線の整備に伴う補助金でございます。 

 次に、３節公園緑地事業費補助金、収入済額

２,４７３万円で、収入未済額３,１１４万円は、

三堂公園及び都市公園安全・安心対策緊急総合支

援事業の事業費の一部を翌年度に繰り越したため

生じたものでございます。備考欄の社会資本整備

総合交付金は、三堂公園の整備及び都市公園安

全・安心対策緊急総合支援事業に伴う補助金でご

ざいます。 

 次に、４９ページをお開きください。１６款

２項６目土木費補助金２節河川費補助金、収入済

額６,３７６万８,０００円のうち、建設整備課分

は１,２４８万円で、備考欄の特定離島ふるさとお

こし推進事業補助金は、里の大林川の護岸整備に

伴う県からの補助金でございます。 

 次に、６節都市計画費補助金、収入済額

１,７６０万円で、備考欄の特定離島ふるさとおこ

し推進事業費補助金は、上甑の田ノ尻展望所トイ

レ整備に伴う補助金でございます。 

 次に、５７ページをお開きください。１７款

２項２目物品売払収入、１節物品売払収入、収入

済額６,３１７万１,５１９円のうち、建設整備課

分は２２５万１,６２０円で、備考欄の下段をごら

んください。物品売払収入、砂は、久見崎町の道

路整備に伴って発生した砂を売却したものでござ

います。物品売払収入の矢立農村公園分は、矢立

農村公園のニジマスの売却益金でございます。 

 次に、６３ページをお開きください。２１款

４項２目土木費受託事業収入、１節道路事業受託

事業収入、収入済額２,５８０万７,６００円で、

これは県が施行中の産業廃棄物管理型最終処分場

の建設に伴いまして、市が実施した周辺地域振興

事業に係る県からの受託事業収入でございます。 

 次に、３節都市計画事業受託事業収入、収入済

額５,８４２万９,０００円で、これは市道横馬

場・田崎線道路整備事業に係ります駅周辺土地区

画整理事業特別会計からの受託事業収入でござい

ます。 

 次に、同ページの一番下、２１款５項４目雑入、

１節雑入、収入済額５億９,６５６万４,７７６円

のうち、建設整備課分は３３４万２,１５５円です。

７３ページをお開きいただきまして、備考欄の中

段あたりをごらんください。電気料実費収入金、

都市公園分は、市が管理する公園内に設置してあ

ります自動販売機等の電気料の実費収入。隈之城

川公園駐車場定期券再交付手数料は月決め駐車場

の定期券を紛失された方の再交付手数料。川内駅

西口駅前広場管理受託収入は、川内駅西口駅前広

場をＪＲ九州と協定締結を行いまして管理してお

りますが、駐車場収入から管理経費を差し引いた

残金を双方で折半したものでございます。電気料

実費収入金農村公園分は、農村公園内に設置して

ある自動販売機等の電気料の実費収入でございま

す。 

 以上で、歳入についての説明を終わります。 

 最後に、財産に関する調書につきまして説明い

たしますので、３７８ページをお開きください。

その表のうち、行政財産の公園緑地帯の欄をごら

んください。 

 まず、土地につきまして、４１２平米の減とな

っておりますが、これは市比野の指月ハイツ分譲

地の残地、のり面部分をこれまで公園緑地として

財産登録されておりましたが、分類にそぐわない

ため、協議の上、普通財産に移したものでござい

ます。その右のほう、建物の非木造につきまして、

５１.７５平米の増になっておりますが、これは田

ノ尻展望所と山堂公園のトイレ及び久見崎公園の

あずまやの整備によるものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福田俊一郎）当局の説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 以上で、建設整備課を終わります。御苦労さま

でした。 

────────────── 

△建設維持課の審査 

○委員長（福田俊一郎）次に、建設維持課の審

査に入ります。 

 それでは、まず決算の概要について建設部長の
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説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、続きまして、

建設維持課の審査をお願い申し上げます。 

 主要成果につきまして説明を申し上げます。決

算附属書は１３３ページから１３４ページにかけ

て記載をされております。建設維持課では、市道

や河川の維持管理を中心に、急傾斜地崩壊対策事

業などの防災工事も実施をしているところでござ

います。 

 市道の管理では、毎年寄せられる市民からの多

くの要望等に迅速に対応しているということにな

っております。 

 交通安全対策事業では、カーブミラーやガード

レール等、安全施設の設置を積極的に行うととも

に、２５年度は亀山小学校地域におきまして、

ゾーン３０区域を警察と連携して実施、設置をし

たところでございます。 

 橋梁整備におきましては、近年、大きな課題と

なっております長寿命化修繕計画策定事業に取り

組み、結果として本年度から本格的に動き出して

おります。 

 災害対策におきましては、急傾斜事業はもちろ

んでありますけれども、排水機場や水門の管理を

初め、災害予防に努めてまいりました。幸いに、

大雨や台風による被害も少なく、公共災害はごく

少数でございました。 

 詳細につきましては、課長のほうから説明がご

ざいます。よろしくお願い申し上げます。 

────────────── 

△議案第９４号 決算の認定について（平

成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

○委員長（福田俊一郎）それでは、議案第

９４号一般会計歳入歳出決算について、当局の補

足説明を求めます。 

○建設維持課長（永田一朗）それでは、議案第

９４号平成２５年度一般会計予算歳入歳出決算に

係る建設維持課分について御説明申し上げます。 

 まず、歳出について御説明いたします。一般会

計歳入歳出決算書の８９ページをお開きください。

２款１項６目企画費で、支出済額７億５,６５５万

７,５９５円のうち、建設維持課分は、支出済額

２億４,５５１万８,４１４円であります。 

 ９１ページをお開きください。建設維持課分に

ついて、右のページの備考欄、最後のほうに記載

してございます。内容としては、地域経済活性化

雇用創出臨時交付金事業費で、国の緊急雇用対策

として２４年度の３月補正にて予算をいただきま

した分で、翌年度に繰り越しした地域の元気交付

金でございます。内容としては、里地区の排水対

策測量設計業務委託費や、市道喜入・宮崎線の舗

装整備工事のほか３１件の整備に支出したもので

ございます。 

 次に、１５５ページをお開きください。下段に

なりますが、８款２項１目道路橋梁総務費で、支

出済額が１億１,７７５万２,２１４円であります。

右のページの備考欄をごらんください。職員給与

費が主な内容でありますが、そのほかにも道路賠

償保険料や道路台帳整備業務委託費及び南日本ガ

スとの調定に係る解決金等に支出したものでござ

います。 

 次に、１５７ページをお開きください。上段に

記載してございます。８款２項２目道路維持費で、

支出済額８億３,０２２万１,００１円であります。

右のページの備考欄をごらんください。支出の主

なものにつきましては、道路維持補修班の人件費、

道路愛護作業謝金及び市民から寄せられた要望に

係る道路の維持修繕工事の一般分、即決分や、伐

採業務委託などの支出が主な内容でございます。 

 次に、同じページの下段に記載してございます。

８款２項３目道路新設改良費で、支出済額３億

４,５６８万８,１４１円のうち、建設維持課分は、

支出済額１,９９９万７,６２９円でございます。

これは、備考欄の下段に記載してございます。交

通安全施設整備で、ガードレール、カーブミラー

など、区画線設置を行い、安全で利便性の高い交

通の確保に努めたところでございます。 

 次に、１５９ページをお開きください。中段に

なります。８款２項４目橋梁維持費で、支出済額

５,３３２万８,７５０円となっております。これ

は備考欄記載のとおり、橋梁長寿命化修繕計画策

定業務に支出したものであります。 

 次に、同じページの下段になりますが、８款

３項１目河川総務費で、支出済額１億６,１４８万

２,００４円のうち、建設維持課分につきましては、

支出済額１億１,０２９万４１４円でございます。

右のページ及び次のページの備考欄をごらんくだ

さい。建設維持課分について記載してございます。
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まず、河川管理費では、水門管理人等の報酬、河

川愛護謝金などの支出を行っております。次に、

河川施設管理費、次のページ、１６２ページの右

の備考欄になりますけど、河川施設管理費では、

普通河川の寄洲除去、それと、半崎川の護岸整備

費等や多目的取水管理組合の負担金の支出になり

ます。排水機場管理費では、排水機場管理人報酬

等の支出になります。急傾斜地崩壊対策事業費で

は、冷水地区ほか６カ所の工事請負費に支出して

ございます。 

 １５９ページに戻りまして、１節５０万以上の

不 用 額 に つい て 、１ １節 需 用 費 １０ ７ 万

３,０７２円につきましては、施設の修繕対応とし

て、年度末まで予算を確保していたものでござい

ます。 

 次は、１６１ページをお開きください。８款

３項２目河川改良費で、支出済額４,９８６万

６,５５０円のうち、建設維持課分は３,４２１万

３,０００円であります。備考欄をごらんください。

これは特定離島排水路整備事業費で、里地区の排

水対策整備及び上甑地区の高潮対策に係る支出で

ございます。 

 次に、同じページの下段から次のページにかけ

て記載してございます。８款４項１目港湾総務費

で、支出済額１億２,５５３万２,１７７円のうち、

建設維持課分は２２５万７０７円でございます。

内容としましては、１６３ページをお開きくださ

い。上段になりますが、右の備考欄、港湾排水機

場管理費で、里の荒切川排水機場の管理等に要し

た費用であり、管理人報酬とポンプ設備の保守点

検に支出しております。 

 次に、１７３ページをお開きください。中段に

記載してございます。９款１項５目水防費につい

ては、支出済額が３２万９９２円であります。内

容につきましては、各水防倉庫に土のう、ブルー

シート等の水防資材を出水対策として購入したも

のでございます。 

 次に、同じページの９款１項６目災害対策費に

ついては、支出済額５億１,５９０万２,８２０円

のうち、建設維持課分は５,１１８万３,７１５円

で あ り ま す。 内 容に つき ま し て は、 次 の

１７５ページ、備考欄中段に記載してございます。

薩摩川内市内水対策中長期ビジョン策定業務委託

ほか３件及び中福良排水施設外発電機取替工事ほ

か２件、特別災害補助金１０件に支出しておりま

す。 

 次に、２０３ページをお開きください。中段に

なります。１１款２項１目現年公共土木災害復旧

費で、支出済額が３,８３９万４,５９４円となっ

ております。これは、２５年度は４件の公共災害

がありましたが、そのうち１件の普通河川田代川

の河川災害復旧工事に支出しているほか、職員の

給与費であります。 

 次に、同じページの１１款２項２目現年単独土

木災害復旧費で、支出済額９４４万５５９円であ

ります。これについては、単独災害で公共土木災

害復旧事業の対象外であります。規模の小さな災

害で、申請できなかった１９件について執行して

おります。全く予算を執行しなかった１３節の委

託料１０万については、単独災害の測量設計業務

委託料として年度末まで予算を確保していたもの

でありますが、結果としては委託を出すまでの災

害がなかったものでございます。 

 以上で、歳出の説明を終わります。 

 続きまして、歳入について御説明申し上げます。

決算の１５ページをお開きください。下段になり

ます。１２款１項１目交通安全対策特別交付金で、

収入済額１,４９０万９,０００円については、道

路交通法に基づく交通反則金について県から交付

されたものでございます。 

 次に、２５ページをお開きください。上段にな

ります。１４款１項６目土木使用料の１節道路橋

梁使用料で、収入済額３,４２７万４,９３９円に

つきましては、備考欄をごらんください。市道に

占用しています九電柱、ＮＴＴ電話柱、ガス管等

の道路占用料と法定外公共物である里道、水路に

おいて使用している、同じく九電柱等の使用料を

それぞれ継続分と新規分で分けて収入しておりま

す。 

 次に、同じく土木使用料の５節港湾施設使用料

で、収入済額６８万３,１９０円につきましては、

市が管理しております上甑の桑之浦港で水産会社

に荷揚げ場として一部占用させている分の使用料

でございます。 

 同じく、その下に記載してあります６節河川使

用料で、収入済額１万１,０６０円については、河

川敷内における九電、ＮＴＴ柱等の占用使用料で

あります。 
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 次に、２９ページ中段をお開きください。

１４款１項８目消防使用料で、収入済額３３万

３８０円のうち、建設維持課分については、備考

欄の行政財産使用料で竹之馬場水防倉庫敷地を工

事用現場事務所として貸し付けたものでございま

す。 

 次に、３１ページお開きください。下段になり

ます。１４款２項６目土木手数料で、収入済額

１,２７５万２,６１０円のうち、建設維持課分に

ついては、備考欄の建築許可の申請等に必要な市

道の幅員証明手数料の２０件と、市道証明の諸手

数料２件でございます。 

 次は、３５ページをお開きください。上段にな

ります。１５款１項４目災害復旧費負担金で１節

公共土木災害復旧費負担金で、収入済額３２９万

１,０００円については、平成２５年度に発生した

４件のうち、完成しました１件の公共土木災害の

国庫負担金でございます。収入未済額４５０万

６,０００円については、年度内の完成が見込めず、

翌年度に繰り越しをしました３件の国庫負担金で

ございます。 

 次は、３７ページをお開きください。中段にな

ります。１５款２項６目土木費補助金のうち１節

道路橋梁費補助金の収入済額１億４,３３５万

２,０００円のうち、建設維持課分は備考欄をごら

んください。社会資本整備総合交付金の防災安全

交付金である橋梁長寿命化修繕計画業務委託の国

庫補助金であります。 

 次に、４１ページをお開きください。上段にな

ります。国庫委託金になりますが、１５款３項

３目土木費委託金、１節河川費委託金で、収入済

額１,４５９万２,９００円につきましては、国土

交通省所管の水門及び排水機場への管理委託金で

ございます。 

 次は、４９ページをお開きください。上段にな

ります。県の支出金でありますが、１６款２項

６目土木費補助金２節河川費補助金で、収入済額

６,３７６万８,０００円のうち、建設維持課分は

急傾斜地崩壊対策事業補助金と、特定離島ふるさ

とおこし推進事業補助金で、里地区の排水対策整

備及び上甑地区の高潮対策事業に係る分でござい

ます。収入未済額１,０４５万円につきましては、

年度内完成が見込めず、２６年度に繰り越しをし

ました急傾斜地崩壊対策工事の２地区の補助金で

ございます。 

 次に、５３ページをお開きください。中段にな

ります。県の委託金になりますが、建設維持課分

は１６款３項６目土木費委託金、１節河川費委託

金で、収入済額３４１万５,６４５円につきまして

は、県管理の水門の管理委託金と権限移譲事務委

託金でございます。 

 次は、同じく同目の５節港湾費委託金でござい

ます。収入済額１４７万円につきましては、県管

理港湾、里地区の里港へ流れ込む荒切川排水機場

に係る管理委託金でございます。 

 次は、６３ページをお開きください。下段にな

ります。２１款５項４目雑入で、収入済額５億

９,６５６万４,７７６円のうち、建設維持課分は、

７３ページを済いません、お開きください。右の

ほう、中段、下のほう、備考欄記載してございま

す。道路賠償責任保険分で道路の管理瑕疵１件に

伴う賠償案件分で、保険金でございます。 

 以上で建設維持課の説明を終わります。よろし

くお願いします。 

○委員長（福田俊一郎）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（上野一誠）急傾斜地崩壊箇所の取り組

みですけども、今回、実績を報告されたんですが、

いろいろ広島等でああいう地滑りがあって。今、

薩摩川内市では、計画的にやってきていらっしゃ

ると思うんですが、やはり今後、対応していかな

きゃいけない箇所というのは、どのぐらいまだあ

るんですか。 

○建設維持課長（永田一朗）先ほどの委員会の

中でも説明をさせていただきましたが、土砂災害

の防止法の中でも説明させていただいております。

土砂災害の警戒区域の中のイエローゾーンにつき

ましては８２０カ所、それとレッドゾーンについ

ては、そのうちのレッドゾーンが４４０カ所とい

う形になってございますんで、まだまだその部分

については、ハード整備についてはおくれている

と、そういう状況でございます。 

○委員（上野一誠）急にはできないので、やっ

ぱりいろいろ補助を受けながらでしょうから、で

きるだけ危険箇所を危険な状況を踏まえて、処理

を対応いただくということが大事かなというふう

に思いかたです。 
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 それともう一点、公園の指定管理があると思う

んですが。公園によっては、子どもたちも含めて

遊べる公園もあって、いろいろと管理を年間に何

回やるようになっているか、わからんのですが。

草ぼうぼうになっとるところもあったりして、非

常に使い勝手の悪い公園も少なくないと思うんで

すが。そこらはどんなあれに、一応契約、指定管

理事務になっているんですか。 

○建設部長（泊 正人）済いません。まず、急

傾斜の件で、今、課長のほうからイエローゾーン、

レッドゾーンということで、さきの委員会でもい

たしましたが、あれは土砂災害の全てを言ってい

るわけで、急傾斜につきましては家の裏山の急傾

斜地崩壊対策事業というのが、県がやるものと市

がやるものがありまして。本来は防止ですから未

然に整備をしないといけないんですけども、残念

ながらこの急傾斜地崩壊対策事業については、数

が県内かなり多くて被災のあったところを優先し

ているというのが実情で、ただ北薩地域につきま

してはかなりその予算というのは配分をされてい

るということでございます。現在も、待ちの状態

が続いておりますので、少しでも５０件からいた

だけますので、それについては進めていきたいと

いうふうに思います。 

 それから、公園の管理につきましては、先ほど

の建設整備課のほうになるんですけれども、現在、

指定管理で普通公園の指定管理、都市公園の指定

管理にいうことで、全て農村公園まで含めて建設

部のほうでしております。年３回程度の草刈りあ

るいはそういうものを行っておりますが、週に

１回は各公園を回るようにしておりまして、特に

まちづくり公社については今のところ大きな問題

もございませんが、地域で民間にさせているもの、

あるいは東郷ではコミュニティ協議会に指定管理

をさせているものもございます。 

 実は、この指定管理の期間が平成２６年度で切

れます。現在、その新しい公募をしておりまして、

１２月議会でまた御提案をさせていただいて、来

年４月から５年間のスタートということになりま

す。その辺、来週あたりからそういう応募の方と

もやりとりをしながら、今、上野委員おっしゃい

ましたようにもう少し充実した除草作業のメニ

ューを考えていきたいというふうに思っておりま

す。 

○委員長（福田俊一郎）ほかに、委員の方ござ

いませんか。よろしいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑は尽きたと認めま

す。 

 委員外議員、よろしいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 以上で、建設維持課を終わります。御苦労さま

でした。 

 本日の日程につきましては、開会冒頭、都市計

画課までということで、進捗状況によっては以降

の課についても審査をしますということでありま

したけれども、都市計画課終了後の区画整理課以

降も引き続き審査をしてよろしゅうございますで

しょうか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）そのようにさせていた

だきます。 

────────────── 

△都市計画課の審査 

○委員長（福田俊一郎）次に、都市計画課の審

査に入ります。 

まず、決算の概要について部長の説明を求めま

す。 

○建設部長（泊 正人）それでは、都市計画課

について審査のほうをよろしくお願いいたします。

決算付属書のほうは１３５ページのほうに記載を

してございます。 

 都市計画課におきましては、市内都市計画区域

内の事業調整をもとに川内川市街部改修事業に伴

います中郷五代線整備事業や土地区画整理事業、

３地区を中心に展開をしてまいりました。 

 土地計画行政の総合的な企画及び調整では、川

内地域及び東郷地域他の都市計画区域の見直し手

続を進めてまいりました。 

 市街部改修事業では大小路地区の引提工事にあ

わせ中郷五代線の整備につきましては用地交渉も

順調に進んでおりまして、平成２６年度中には何

とか１００％に持っていきたいと思っております。

間もなく工事が着手されることとなっております。 

 川内駅周辺地区土地区画整理事業につきまして

は、平成２５年度が実質最終年度でございました。

今後につきましては清算事務等を行っていくこと
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となり、本年度から新たに区画整理課が新設され

ましたので、区画整理課のほうに引き継いでおり

ます。 

 景観整備事業につきましては、景観形成のため

に景観重要資産等を指定し、保全・保護に努めて

まいりますとともに、違反公告物等の撤去につい

ても職員みずからが積極的に活動をしているとこ

ろでございます。 

 詳細につきましては、課長のほうから説明をい

たしますので、よろしくお願い申し上げます。 

────────────── 

△議案第９４号 決算の認定について（平

成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

○委員長（福田俊一郎）それでは、議案第

９４号一般会計歳入歳出決算について当局の補足

説明求めます。 

○都市計画課長（山村昭一郎）議案第９４号平

成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算のう

ち都市計画課分について御説明申し上げます。 

 初めに歳出について御説明いたしますので、決

算書の１６３ページをお開きください。 

 ８款５項１目都市計画総務費のうち、都市計画

課分の支出済額は１億１,８９３万１,０００円で

す。 

 備考欄の都市計画課分の事項のうち、主な支出

内容について御説明いたします。 

 都市計画総務費では、１０人分の職員給与費、

都市計画図システムデータ作成業務委託ほか６件

の委託料、公共サイン設置工事（２５－２）のほ

か２件の工事請負費、川内駅周辺地区駐車場管理

費では、川内駅西口駐車場等に係る指定管理料が

主なものとなっております。 

 なお、都市計画総務費の一般国道３号御陵下地

区景観整備事業において、鹿児島国道事務所の電

線共同溝事業関連工事との調整により、不測の期

間を要したことにより年度内に執行できなかった

工事請負費の全額２,９６０万円を翌年度へ明許繰

越いたしました。また、１３節委託料で３２４万

４ ,４８４円の不用額、１５節工事請負費で

２２９万円の不用額がそれぞれ生じておりますが、

委託料の不用額については県都市計画課と協議を

進めている都市計画区域再編に係る都市計画区域

マスタープランの変更に伴う補足資料等の追加提

出が想定されたことから、これに対応できるよう

に留保していたものが不用となったものであり、

また、工事請負費の不用額は公共サイン１１基の

設置工事に係る執行残ですが、現場における埋設

物の設置状況等により変更が生じる可能性があっ

たため、同じく留保していたものが不用となった

ものでございます。 

 次のページ、１６５ページをお開きください。

同じく２目街路費のうち都市計画課分は備考欄

３番目の事項、中郷五代線整備事業費で支出済額

は２億９,４８１万８,５００円であり、このうち

前年度からの繰越事業分の支出済額は５,１９１万

５,５００円でございます。 

 備考欄の支出内容は、肥薩おれんじ鉄道線上川

内・川内間３４９Ｋ６７７ｍ付近都市計画道路

「中郷五代線」立体交差設計業務委託ほか４件の

委託料と、中郷五代線整備事業用地購入でござい

ます。 

 用地取得については、薩摩川内市土地開発公社

と平成２３年１０月から平成２９年３月までを委

託期間とする用地取得業務等委託契約を締結して

おりますが、公社が取得した土地２３筆を買い戻

しにより購入したものでございます。このうち前

年度からの繰越事業分は委託料５件うち３件分、

用地購入費は２筆分となっております。また、地

権者との用地協議等に不測の期間を要したことに

より、公社が取得できず買い戻せなかった用地購

入費１億５,８００万円及び関係機関との協議に不

測の期間を要し、年度内完成ができなかった委託

料４０９万７,０００円は翌年度へ明許繰越いたし

ました。 

 なお、１３節委託料で１０５万８,５００円の不

用額が生じておりますが、これは繰越事業分の肥

薩おれんじ鉄道との立体交差設計業務等において、

関係機関との協議により設計変更などによる増額

変更がなかったことにより、不用となったもので

ございます。 

 続きまして、歳入について御説明いたしますの

で、前に戻っていただき２５ページをお開きくだ

さい。１４款１項６目３節の都市計画使用料の都

市計画課分の収入済額は３,０６７万４５０円で、

備考欄の主なものは川内駅西口駐車場に係る市営

駐車場使用料でございます。 

 次に、３１ページをお開きください。同じく
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２項６目１節土木手数料都市計画課分の収入済額

は２４３万８,０６０円で、主なものは次のページ

３３ページをお開きいただき、備考欄一番上の屋

外広告物許可手数料でございます。 

 次に、３７ページをお開きください。１５款

２項６目２節都市計画事業補助金の都市計画課分

は、中郷五代線整備の用地取得事業に係る社会資

本整備総合交付金で、収入済額は９,６４６万

３,０００円となっており、このうち前年度からの

繰越事業分は１,３９６万３,０００円です。なお、

活力創出基盤整備分の補助率は５５％となってお

ります。 

 次に、５３ページをお開きください。１６款

３項６目３節都市計画費委託金は、鹿児島県屋外

広告物条例に関する事務ほか、４件に係る権限移

譲事務委託金で収入済額は７７万１,０００円です。 

 次に、６３ページをお開きください。２１款

５項４目１節雑入の都市計画課分の収入済額は

６５９万７,６３７円で、備考欄は７３ページをお

開きください。備考欄の下から１０番目の薩摩川

内市土地開発公社派遣協定収入が主なもので、こ

れは国の大小路地区引提事業に係る用地取得事務

の一部を薩摩川内市土地開発公社が受託したため、

公社に職員１名を派遣したことによる協定に基づ

く派遣期間９カ月分の給与に係る公社の負担分を

受け入れたものとなっております。 

 以上で、議案第９４号平成２５年度薩摩川内市

一般会計歳入歳出決算の都市計画課分の説明を終

わります。よろしく御審査賜りますようお願い申

し上げます。 

○委員長（福田俊一郎）これより質疑に入りま

す。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。

委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。

議案第９４号一般会計歳入歳出決算の審査を一時

中止します。 

 以上で、都市計画課を終わります。御苦労さま

でした。 

────────────── 

△区画整理課の審査 

○委員長（福田俊一郎）次に、区画整理課の審

査に入ります。 

それでは、決算の概要について部長の説明を求

めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、区画整理課

について御説明をさせていただきます。決算附属

書のほうは、１３６、１３７ページのほうに一般

会計、特別会計と記載をされております。本年度

から区画整理課として新設されておりますが、天

辰第一地区土地区画整理事業、それから川内駅周

辺地区の清算事務を所管いたしております。 

 順調に天辰第一地区のほうも進んでおり、夏明

け９月には入りましてから第二地区の説明会等を

実施をしているところでございます。 

 詳細につきましては、課長のほうから説明がご

ざいますので、よろしくお願い申し上げます。 

────────────── 

△議案第１０１号 平成２５年度薩摩川内

市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計

歳入歳出決算 

○委員長（福田俊一郎）まず、決算の概要につ

いて部長の説明を求めます。 

 それでは、議案第１０１号決算の認定について、

平成２５年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整

理事業特別会計歳入歳出決算を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）区画整理課です。

よろしくお願いします。議案第１０１号平成

２５年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事

業特別会計予算について御説明申し上げます。 

 初めに歳出について御説明申し上げます。決算

書の２８２ページをお開きください。 

 １款１項１目土地区画整理事業費の支出済額は

５億５,９２５万９,８９８円です。平成２６年度

の繰越明許費１億３,６４５万円は、家屋移転等の

交渉に期間を要したことから工事建物等移転補償

の年度内の完成が見込めないため、翌年度へ繰越

したものであります。 

 右のページの備考欄をごらんください。内容と

いたしましては、土地区画整理審議会委員の報酬、

建築士業務委託の報酬、職員９名分の給与費委託

料１２件、工事請負費８０件、建物等移転補償

９１件が主なものであります。 

 次に、２款１項１目公債費元金の支出済額は、

２億８,３１６万８,９２１円です。これは、これ
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までに借り入れた長期債の償還元金でございます。 

 次 に 、 ２款 １ 項２ 目利 子 の 支 出済 額 は

３,８４０万８,３６６円です。これは、これまで

に借り入れた長期債の償還利子であります。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。

２７８ページをお開きください。 

 １款１項１目１節保留地処分収入は、収入済額

１,３５４万４,７９６円であります。 

 ２款１項１目１節都市計画費負担金は、収入済

額７万５,０００円で、橋梁負担金として収入して

おります。 

 ３款１項１目１節土地区画整理事業費補助金は

収入済額１億４,４１１万円で、社会資本整備総合

交付金として収入しております。うち活力創出基

盤整備の繰越明許費が２,６２０万２,０００円で

ご ざ い ま す。 市 街地 整備 の 繰 越 明許 費 が

１,４９８万円であります。補助率は活力創出基盤

整備交付金が１０分の５.５、市街地整備交付金が

１０分の４であります。収入未済額３,１５８万

１,０００円は、社会資本整備総合交付金の交付決

定額のうち年度内完成が見込めないため、平成

２６年度へ繰越明許したものでございます。 

 ４款１項１目１節土地区画整理事業費補助金は、

収入済額４２４万３,０００円で県補助金として鹿

児島県からの収入であります。うち１８４万

３,０００円は繰越明許費分であります。補助率は

１０％です。 

 収入未済額７万４,０００円は、土地区画整理事

業費県補助金の工期決定額のうち年度内完成が見

込めないため、平成２６年度へ繰り越した事業に

かかわるものでございます。 

 ５款１項１目１節一般会計繰入金は、収入済額

６億１,０３２万１,０００円であります。６款

１項１目１節前年度繰越金は、収入済額１億

４,１３０万４,６５２円で、純繰越金及び前年度

からの繰越事業費等に係る財源充当繰越金であり

ま す 。 ７ 款２ 項 ２目 １節 雑 入 が 収入 済 額

９,８７６円で、嘱託員の雇用保険料個人掛け金を

収入しております。 

 次のページをお開きください。８款１項１目

１節土地区画整理事業債は収入済額６,８６０万円

で、地方単独事業に係る地方特定道路整備事業債

として２ ,３３０万円、うち繰越明許費分は

１,５００万円、国庫補助金に係る合併特例債分

４,５３０万円、うち繰越明許費分は１,８６０万

円であります。 

 ９款１項１目１節土木使用料は、収入済額１万

６,４７０円で、区域内の電柱等の設置に伴う行政

財産使用料として収入しております。 

 次に、実質収支に関する調書について御説明申

し上げます。 

 ２８４ページをお開きください。歳入総額９億

８,２２２万５,０００円に対し、歳出総額８億

８,０８３万７,０００円で歳入歳出差し引き額は

１億１３８万８,０００円であります。繰越明許費

繰越額にかかわる翌年度へ繰り越すべき財源が

９,８７９万５,０００円で、これを差し引いた実

質収支は２５９万３,０００円となっております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福田俊一郎）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

────────────── 

△議案第１０２号 平成２５年度薩摩川内

市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別会

計歳入歳出決算 

○委員長（福田俊一郎）それでは、議案第

１０２号決算の認定について、平成２５年度薩摩

川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別会計

歳入歳出決算を議題といたします。当局の補足説

明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第１０２号平
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成２５年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整

理事業特別会計歳入歳出決算について御説明申し

上げます。 

 初めに、歳出について御説明申し上げます。 

 決算書の２９１ページをお開きください。１款

１項１目土地区画整理事業費の支出済額は、１億

２,７９３万８,００８円です。平成２６年度への

繰越明許費１,１９６万年は、横馬場・田崎線道路

整備に伴い、隣接する街区公園整備の工程調整等

に不測の時間を要したことから、年度内完成が見

込めず繰り越したものであります。備考欄の主な

支出内容は、土地区画整理審議会委員の報酬、委

託料９件、工事請負費１８件、横馬場・田崎線の

鉄道との立体交差工事に係る都市計画道路事業者

負担金が主なものであります。 

 次に、２款１項１目公債費元金の支出済額は

２億７,１９３万３,２７０円でございます。これ

は、これまでに借り入れた長期債の償還元金であ

ります。同じく２款１項２目利子の支出済額は

１,２５７万２０６円であります。これは、これま

でに借り入れた長期債の償還利子でございます。 

 続きまして、歳入について御説明申し上げます。 

 ２８９ページをお開きください。２款１項１目

１節土地区画整理事業費補助金は、収入済額

２,２８０万円で、全額前年度からの繰越明許費分

であります。 

 次に、３款１項１目１節一般会計繰入金は収入

済額３億２,６７４万４,０００円です。 

 次に、４款１項１目１節前年度繰越金は収入済

額３,８８９万６,５２３円で、純繰越金及び前年

度からの繰越事業費等に係る財源充当繰越金でご

ざいます。 

 次に、５款１項１目１節預金利子は収入済額

６,４１３円で、歳計金預金利子であります。 

 次に、６款１項１目１節土地区画整理事業債は

収入済額３,６７０万円で、合併特例債及び全額前

年度からの繰越明許費であります。 

 次に、９款１項１目１節土木使用料は収入済額

１万７,５２０円で、区域内における電柱等の行政

財産使用料でございます。 

 続きまして、実質収支に関する調書について御

説明申し上げます。２９３ページをお開きくださ

い。収入総額４億２,５１６万４,０００円に対し、

歳出総額４億１,２４４万１,０００円で歳入歳出

差引額は１,２７２万３,０００円です。繰越明許

費繰越額に係る翌年度へ繰り越すべき財源が

１,１９６万円で、これを差し引いた実質収支額は

７６万３,０００円となっております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福田俊一郎）当局の説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

────────────── 

△議案第１０４号 平成２５年度薩摩川内

市川内駅周辺地区土地区画整理場清算事務

特別会計歳入歳出決算 

○委員長（福田俊一郎）それでは次に、議案第

１０４号決算に認定について、平成２５年度薩摩

川内市川内駅周辺地区土地区画整理場清算事務特

別会計歳入歳出決算を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第１０４号平

成２５年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整

理事業清算事務特別会計歳入歳出決算について御

説明申し上げます。 

 初めに、歳出について御説明申し上げます。決

算書の３０９ページをお開きください。 

 １ 款 １ 項１ 目 清算 費の 支 出 済 額は １ 万

９,５３４円で、備考欄に記事のとおり清算事業費、

清算金事務に係る経費でございます。なお、９節

旅費につきましては換地処分に伴う公示送達手続

等、不測の期間を要したため、精算金事務の着手

が年度末となったところが未執行となっておりま
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す。 

 次に、１款１項２目清算交付金の支出済額は

２２２万３,７８８件で、１５件の清算交付金を支

出しております。続きまして、歳入について御説

明申し上げます。歳入について御説明申し上げま

す。前に戻っていただき３０７ページをお開きく

ださい。 

 １款１項１目１節清算徴収金は収入済額

２３０万７,０７７円で、市有地に係る清算徴収金

を収入しております。 

 次に、３款１項１目１節一般会計繰入金は、収

入済額１２万９,０００円です。 

 次に、４款１項１目１節延滞金は該当がありま

せんでした。 

 続きまして、実質収支に関する調書について御

説明申し上げます。 

 ３１１ページをお開きください。収入総額

２４３万６,０００円に対し、支出総額２２４万

３ ,０００円で、歳入歳出差引額は１９万

３,０００円で、翌年度へ繰り越すべき財源があり

ませんので、実質収支額は１９万３,０００円とな

っております。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（福田俊一郎）当局の説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（上野一誠）清算事務行為を行う場合、

清算交付金の場合は問題ないと思うんですが。徴

収が起きた場合、この事業に対する理解度という

のがやはりないと、なかなかそういうのを払わん

でいかんのかという議論になるので、ここら今の

段階では問題なく理解が示されているのかどうか。 

○区画整理課長（川畑 稔）徴収につきまして

は、５年計画の中で計画を地権者と協議をしてお

りまして、平成２５年度につきましては市有地の

分を収入としまして、徴収につきましては１５件

支払っておりまして、本年度行う予定でございま

す。 

 詳細につきましては、代理のほうから御説明さ

せていただきます。 

○課長代理（中島弘喜）徴収金の状況について

少し御説明をさせていたいただきす。 

 昨年度の年度末ですけれども、２月２８日に換

地処分の公告をいたしました。それ以降が清算事

務の期間ということになってまいりますが、換地

処分の前に換地計画の縦覧ですとか、そういった

手続の中で、地権者の方々には換地計画の内容、

その中には清算金の徴収、交付金の額も含まれて

おります。そういったものを縦覧をしていただき、

こちらから御説明をさせていただき、その上で特

別徴収金に対して大きな地権者さんからの異議申

し立て等は出てきておりません。 

 以上です。 

○委員（上野一誠）大事な部分で、せっかく自

分の土地を提供して、区画は自分の土地を提供し

て、いろいろ減歩率というのがあったりしている

ので、やはりここの部分が今、延滞金とか項目は

出ているんだけども。後々、督促料とかいろんな

そういう行為が起こらないように、ひとつ十分理

解を求める－そういう今おっしゃったような流

れで、十分清算事務がスムーズにいく－ように、

ぜひ今後もやっていただきたいということを意見、

要望として、申し上げておきたいと思います。 

○委員長（福田俊一郎）意見であります。ほか

にごいませんでしょうか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

────────────── 

△議案第９４号 平成２５年度薩摩川内市

一般会計歳入歳出決算 

○委員長（福田俊一郎）次に、審査を一時中止

してありました議案第９４号平成２５年度一般会

計歳入歳出決算を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第９４号平成
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２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算のうち、

区画整理分について御説明申し上げます。 

 初めに、歳出について御説明申し上げます。 

 決算書の１６５ページをお開きください。８款

５項３目土地区画整理事業費のうち、区画整理分

の支出済額は９億３,８９７万８,７７６円です。

備考欄の区画整理分の主な支出内容について御説

明申し上げます。 

 土地区画整理総務費において、（仮称）東口親

水公園管理業務委託ほか２件の委託費、及び川内

駅西口駅前広場管理負担金ほか３件の負担金のほ

か、天辰第一地区土地区画整理事業、川内駅周辺

土地区画整理事業及び川内駅周辺土地区画整理事

業清算事務の３特別会計への繰出金、また埋蔵文

化財発掘調査事業費では発掘調査に係る作業員の

労災保険料が主なものでございます。 

 続きまして御説明申し上げます。 

 ３３ページをお開きください。１４款２項６目

土 木 費 手 数料 の 区画 整理 分 の 収 入済 額 は

２,９７０円で、主なものは３４ページの備考欄の

３番目、区画整理に係る諸証明手数でございます。 

 次に、５３ページをお開きください。１６款

３項６目４節土地区画整理委託金は、土地区画整

理事業区域内の建築許可に係る権限移譲事務委託

金で収入済額は２万円です。 

 次に７３ページをお開きください。２１款５項

４目１節雑入の区画整理分は、７４ページの備考

欄の下から６番目、７番目の川内駅西口駅前広場

におけるＪＲ九州との管理協定に基づく電気料等

実質収支収入金及び川内駅東口駅前広場管理受託

収入が主なものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福田俊一郎）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 委員外議員、質疑はよろしいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第９４号一般会計歳入歳出決算の

審査を一時中止します。 

 以上で、区画整理課を終わります。御苦労さま

でした。 

 ここで休憩いたします。再開はおおむね２時

３５分といたします。 

          ～～～～～～～～～ 

          午後２時２０分休憩 

          ～～～～～～～～～ 

          午後２時３５分開議 

          ～～～～～～～～～ 

○委員長（福田俊一郎）それでは、休憩前に引

き続き会議を開きます。 

────────────── 

△入来区画整理推進室の審査 

○委員長（福田俊一郎）次に、入来区画整理推

進室の審査に入ります。 

まず、決算の概要について建設部長の説明を求

めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、引き続きよ

ろしくお願いを申し上げます。 

 入来区画整理推進室でございますが、決算附属

書は１３８ページとなっております。地元の協力

によりまして順調に事業のほうも進んできており

まして、待望の新公衆浴場の着工に入ることがで

きました。まだ、事業のほうは進んでおりまして、

大型補償物件の懸案な部分もありましたけれども、

ここに来まして動きがあり、順調に進もうとして

いるところでございます。今後とも、推進につい

ては一生懸命進めていこうというふうに考えてお

ります。 

 詳細につきましては、室長のほうから説明がご

ざいますのでよろしくお願い申し上げます。 

────────────── 

△議案第１０３号 平成２５年度薩摩川内

市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会

計歳入歳出決算 

○委員長（福田俊一郎）それでは、議案第

１０３号決算の認定について、平成２５年度薩摩

川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計

歳入歳出決算を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（堀ノ内美年）議案

第１０３号平成２５年度薩摩川内市入来温泉場地

区土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算につい

て御説明申し上げます。 

 歳出のほうから説明いたしますので、決算書の
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３００ページをお願いします。 

 １款１項１目土地区画整理事業費におきまして、

支出済額２億４９５万２７４円であります。備考

欄をごらんください。土地区画整理審議会委員報

酬、職員給与費４名分、委託料８件、工事請負費

１３件、建物等移転補償１５件などが主な内容で

ございます。 

 次に、２款公債費は地方債償還元金及び利子で、

支出済額１億１,８５３万４,４０３円でございま

す。 

 次に、歳入について説明いたします。 

 ２９８ページでございます。１款１項１目事業

収入は、保留地処分収入でございます。 

 ３款１項１目国庫補助金は、社会資本整備総合

交付金として収入しており、補助率は１０分の

５.５でございます。 

 ４款１項１目一般会計繰入金は、一般会計から

繰り入れたものでございます。 

 ５款１項１目繰越金は、前年度からの繰越事業

に係る繰越金等でございます。 

 ６款２項２目雑入は、嘱託員の雇用保険料個人

掛け金でございます。 

 ７款１項１目土地区画整理事業債は、国庫補助

事業に係る合併特例事業債を収入しております。 

 ８款１項１目土木使用料は、土地区画整理事業

区域内の行政財産目的外使用許可により使用され

た使用料でございます。なお、国庫補助金で１億

２,２７７万４,０００円の収入未済額があります

が、これは翌年度への繰越明許費に係るものでご

ざいます。 

 次に、実質収支に関する調書について説明いた

します。 

 ３０２ページをお願いいたします。歳入総額

３億５,３４０万５,０００円に対しまして、歳出

総額３億２,３４８万５,０００円で歳入歳出差引

額は２,９９２万円となっております。翌年度へ繰

り越すべき財源が２,９２４万７,０００円ですの

で、実質収支額は６７万３,０００円であります。 

 以上で終わります。 

○委員長（福田俊一郎）当局の説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

────────────── 

△議案第９４号 平成２５年度薩摩川内市

一般会計歳入歳出決算 

○委員長（福田俊一郎）次に、審査を一時中止

してありました議案第９４号平成２５年度一般会

計歳入歳出決算を議題といたします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（堀ノ内美年）一般

会計決算のうち、入来区画整理推進室分について

御説明申し上げます。 

 決算書の１６５ページをお願いいたします。

８款５項３目土地区画整理費のうち、入来区画整

理推進室分は支出済額２億８,０６７万円でありま

す。入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計へ

の繰出金でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（福田俊一郎）当局の説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 委員外議員、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 以上で、入来区画整理推進室を終わります。御

苦労さまでした。 

────────────── 

△建築住宅課の審査 

○委員長（福田俊一郎）次に、建築住宅課の審

査に入ります。 

それではまず、決算の概要について部長の説明

を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、建築住宅課
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について御説明をさせていただきます。決算附属

書は１３９ページから１４１ページのほうに記載

をされております。 

 建築住宅課におきましては、建築指導、住宅管

理、既存住宅改修環境整備事業などの事務に加え

まして、教育委員会あるいはいろんな課からの執

行委託が多く、人員不足でありますけれども、会

員一同一生懸命頑張ってもらっているところでご

ざいます。 

 建築指導につきましては、数多い申請件数がご

ざいますが、建築許可申請や耐震診断などを行っ

ております。既存住宅改修環境整備事業におきま

しては、大きな反響があり、本年度ももう早い段

階で申し込みが全て終わった状況にあります。 

 市営住宅の住居環境改善のための維持管理とい

うことで、指定管理への管理委託を行い、健全な

運営管理に努めておりますが、まだ支所管内のほ

うが直営でございます。早い段階で支所管内の市

営住宅についても指定管理に進めるよう財産活用

推進課のほうからも指導がありまして、現在それ

に取り組んでいるところでございます。 

 老朽化した市営住宅では、政策空き家として変

な策も講じているところでございますが、既設公

営住宅の改善事業といたしましては、公営住宅長

寿命化計画に沿いまして、供用部分の修繕及び改

善を年次的に実施しております。がけ地近接等危

険住宅の移転促進事業につきましても、対象家屋

につきまして周知を行い、補助金交付の制度を生

かし、対象者の建物の取得や解体除去を手がけて

いるところでございます。今後は、土砂災害防止

法の関係でも、またいろんな事務が生じてくると

思いますが、今後も一生懸命努めてまいりたいと

思っております。 

 詳細につきましては、課長のほうから説明があ

ります。よろしくお願い申し上げます。 

────────────── 

△議案第９４号 決算の認定について（平

成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

○委員長（福田俊一郎）それでは、議案第

９４号一般会計歳入歳出決算について当局の補足

説明を求めます。 

○建築住宅課長（今井裕介）建築住宅課の平成

２５年度決算について御説明申し上げます。 

 まず、最初に歳出について御説明いたします。 

 各会計歳入歳出決算書の１５５ページをお開き

ください。８款１項２目建築指導費の支出済額は

８,２５２万４,７３０円です。備考欄で説明いた

します。 

 建築指導費は、県の委託で毎年調査する建築物

実態調査委員報酬や、都市計画区域拡大に伴い、

区域内の道路種別の判定とその結果をデータベー

ス化する指定道路管理システム導入及び指定道路

データ作成業務委託、２４年度からの繰越事業と

して９カ所の地区コミュニティセンター等の耐震

２次診断を実施した永田会館耐震２次診断業務委

託、市内業者を活用して住宅の改修を行ったもの

に対して補助金を交付した既存住宅改修環境整備

事業補助金がその主な支出でございます。 

 主な不用額について説明いたします。１３節委

託料の不用額は６３９万円で、このうち６３２万

５,０００円が耐震２次診断業務委託料の不用額で

ございます。多額の不用額が発生しました理由と

いたしましては、当初図面がないということで耐

震診断のための建物の現地測量や配筋調査を実施

する経費を予定しておりましたが、発注前の再調

査や、発注後、支所や当時の施行業者の事務所に

おきまして図面が見つかり結果的に現況調査が必

要なくなったため経費が不要となったものがその

理由でございます。 

 １６７ページをお開きください。８款６項１目

住宅管理費の支出済額は４億１ ,３５３万

８,９２０円で、平成２６年度への繰越明許費は

２,７８０万円でございます。主な内容を備考欄で

説明いたします。 

 住宅管理費は、住宅使用料徴収嘱託員１名や

９３名の市営住宅管理人の報酬、１９名の職員給

与、３７０件の市営住宅の修繕料、２１３件の市

営住宅の畳・ふすまの張りかえ等の修繕料、川内

地域の市営住宅指定管理料を含む３３件の委託料、

諏訪越第２住宅浄化槽改修工事ほか５４件の工事

費、それから雇用促進住宅の購入費が主な支出で

ございます。公営住宅ストック総合改善事業費は、

東園住宅ほか４件の供用部分改善工事と城山住宅

１、２号棟供用部分改修工事の設計業務委託料ほ

かの業務委託料が主な支出で、このうち工事請負

費８,０１４万２,０００円は、平成２４年度から

の繰越分でございます。 
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 主な不用額について御説明いたします。 

 １１節需用費の不用額は４６０万８,８８７円で

ございます。不用額の主なものは住宅修繕料の執

行残２７４万９,６０７円と、畳・ふすま張りかえ

修繕料の執行残１６９万８,６４８円が主なもので

ございます。１３節委託料の不用額は２６２万

６,９５０円で、その内訳は市営住宅滞納者に対す

る明け渡し訴訟の強制執行時予納金や浄化槽・高

架水槽・受水槽維持管理業務委託料、浄化槽清掃

業務委託料の執行残が主なものでございます。

１５節工事請負費の不用額は１３３万７,１７４円

で、各工事の執行残の合計でございます。なお、

平成２６年度への繰越明許費２,７８０万円は、勝

目一般住宅、立山一般住宅の改修工事費でござい

ます。 

 続きまして、８款３目危険住宅移転促進費は崖

地に近接する危険住宅の移転に補助金を交付する

ための経費で、支出済額は５８０万９,８００円で

す。その内訳は、建物助成が１件、除却費２件の

補助金が主なものでございます。 

 続きまして、歳入について御説明いたします。 

 ２５ページをお開きください。建築住宅課の歳

入は、１４款１項６目２節住宅使用料で、備考欄

でその内容を説明いたします。住宅使用料の内訳

は、市内全域の市営住宅等の使用料の現年分４億

４,３１１万１,３８０円。同滞納分５６２万

３,８４０円のほか、樋脇、入来の市営住宅の駐車

場使用料、市営住宅敷地内の電柱・電話柱等の行

政財産使用料、陽成一般住宅の土地の使用料でご

ざいます。収入未済額は住宅使用料現年分

５０１万８２０円と、滞納分の８ ,０３１万

６,８２９円であります。 

 ３１ページ、１４款２項６目１節土木手数料中、

建築地区住宅課分は、３３ページの上段になりま

す。３３ページの上段をお開きください。市営住

宅の車庫証明等の諸証明手数料と建築確認手数料

で収納済み額は１,０３０万５,３７０円で、収入

未済はありません。その下、６目２節督促手数料

は、市営住宅使用料と住宅資金貸付金の督促手数

料でございます。 

 ３５ページをお開きください。１５款２項１目

１節総務管理費補助金中、建築住宅課分は市有建

築物耐震改修事業の耐震診断費に充当する住宅建

築物安全ストック形成事業補助金で収入済額は

２２７万円です。これは２４年度からの繰越分で

ございます。 

 ３７ページをお開きください。１５款２項６目

４節住宅費補助金は、市営住宅の家賃と民間借家

の家賃の差額分を補助する公的賃貸住宅家賃対策

調整金９５０万２,００００円や、既存の市営住宅

の大規模改修工事に充当するストック総合改善事

業補助金３,０６０万円が主なものであります。 

 ４９ページをお開きください。１６款２項６目

１節住宅費補助金は県が支出する住宅新築資金の

改修に対する住宅新築資金等貸付助成事業補助金

と、がけ下・がけ上の危険住宅に対する危険住宅

移転促進事業補助金です。 

 ５３ページをお開きください。１６款３項６目

２節住宅費委託金は、県から委託されます各種調

査の委託金と建築確認申請事務委託金及び権限移

譲事務委託金です。 

 ６１ページをお開きください。２１款３項１目

６節住宅資金貸付金元利収入の収入済額は

１,３０６万４,９７０円で、収入未済額は１億

３,０２６万１,１４５円です。収入未済額の内訳

は現年分が５５４万６,６４０円、滞納分が１億

２,４７１万４,５０５円です。 

 ６３ページをお開きください。済みません、

６３ページの２１款５項４目雑入中、建築住宅分

は７３ページでした。７３ページの下段になりま

す。その内容は市営住宅明け渡し訴訟に係る弁護

士費用の予納金精算返納金や、畳・ふすまの修繕

費であります市営住宅退去時畳等補修費実費徴収

金の現年分と滞納分、市営県営合併団地で県が負

担します市営住宅維持管理県負担金等が主なもの

で、収入済額は１,７４４万８,０６０円でござい

ます。収入未済額は、市営住宅退去時畳等補修費

実 費 徴 収 金の 現 年分 、滞 納 分 の ２１ １ 万

１,８４２円でございます。 

 続きまして、財産に関する調書について御説明

申し上げます。 

 ３７８ページをお開きください。中ほどの公営

住宅の欄をごらんください。土地の増、１万

２,４５８.０８平米は、平成２５年１２月に購入

いたしました勝目、立山一般住宅の敷地と所管が

えのありました里、上甑両支所の一般住宅の敷地

の増でございます。土地の減６４４.０２平米は祁

答院支所管内の旧黒木第２一般住宅の敷地を財産



－38－ 

活用推進課に所管がえしたことによる減でござい

ま す 。 建 物 の 増 減 は 、 非 木 造 建 物

９,１６４.４７平米の増で、これは勝目一般住宅、

立山一般住宅の建物と、里、上甑両支所の一般住

宅の増でございます。 

 続きまして、債権につきまして御説明いたしま

す。３８４ページをお開きください。建築住宅課

分は４段目の住宅新築資金等貸付金で２５年度中

の増減は、１,１３７万４,２６０円の減で、年度

末現在高は１億４,４３５万４０６円となります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（福田俊一郎）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

○委員（上野一誠）決算のたびに出る問題です

けど、この住宅使用料の滞納金、滞納処分。

８ ,５００万円が調定であって、そのうち約

５５０万円回収しましたよと。しかし、現年度で

は、また５００万円ばっかし払わないのがいると。

この２０９ページからのこの資料を見るとね。 

 したがって、繰越しの分で５００万円何がしを

回収しても、また現年度で５００万円入れてする

とすれば、まさに滞納というものは減ることは、

なかなか現状は厳しいですよね。過年度分につい

ては、もうなかなか行方がわからんかったり、い

ろんなのもあると思うんですが。いろいろ訴訟と

か起こして退去処分をやっても、お金は結構かか

るもので。強制的だと、裁判所のをやるとなると、

撤去をやるにあたっては、それなりのお金もまた

かかって。なんというのか、出て行かせるための

家賃等どうなのかというのも、いろいろあるんで

すけど。ここらあたりは、これまでも決算時には

この数字がそう変わることはないんですが。ここ

をどう所管としても捉えますか。 

○建築住宅課長（今井裕介）おっしゃるとおり、

取っても、取っても、滞納が新たに発生して、総

額的には動きがないんじゃないかとおっしゃるの

は事実でございます。 

 それで、ことしのところでちょっと比較を申し

上げますと、ことしの収納率は大体９８.切り上げ

れば９％ということで。現年分に限りましては、

今ここに手元に資料がありますけれども、平成

１６年から以降、最大の徴収率まで持ってきたと

ころでございます。昨年と比べて０.４ポイントふ

えたところでございます。滞納分につきましては、

収納率が６.５％でこちらのほうは２％下がってい

ると。早い話が、私たちが徴収の主力を、現年の

方々に主力を置いたというのが正直なところでご

ざいます。 

 そして、全体といたしましても、実は昨年度よ

りも若干上昇しているということで、これは決算

の支出の中でも歳出の中でもありましたけれども、

滞納家賃の徴収をする嘱託員を１名ふやしていた

だいたことが非常に効果があったのではないかと

思います。ただ、どういたしましても滞納分の大

きな額というのは今のまま引きずっておりますの

で、今、庁内の中におきましても債権管理条例と

いうものをつくって、管理の仕方を一元化しよう

と――今私どものところであります市営住宅の使

用料というのは私債権ということで、税金等と取

り扱いが若干違うんです。いろんな情報をなかな

か公債権と違うので、やったりすることができな

いというような話もありますので、そこのところ

を庁内で一本化しようと、いう動きが出ておりま

す。 

 それで、そういうことがいきますと、少しずつ

不納欠損をしたりとかして、取れないものについ

ては整理するとかという動きはこれから来年以降

考えていきたいと思います。 

 以上です。 

○委員（上野一誠）この８,５００万円の中には、

もう前からの、どうしようもないのも入っている

部分があって、ただそれを処理すれば、もっと割

合が減るんじゃないかと思うんですけど。今おっ

しゃったように、もうちょっとシステムをお考え

になって、こういう行為がなくなるようなシステ

ム化をぜひ検討していただきたいということを意

見、要望として――一応、決算ですから、委員会

としても、何も言わんわけいかんものですから、

一応、それは意見、要望として、申し上げておき

たいと思います。 

○委員長（福田俊一郎）意見、要望です。ほか

にございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）よろしいですか。質疑

は尽きたと認めます。 

 委員外議員の質疑はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 以上で、建築住宅課を終わります。御苦労さま

でした。 

────────────── 

△用地課の審査 

○委員長（福田俊一郎）次に、用地課の審査に

入ります。 

○委員長（福田俊一郎）それでは、まず決算の

概要について建設部長の説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、建設部最後、

用地課でございます。 

 決 算 附 属書 の ほう が１ ４ ２ ペ ージ か ら

１４３ページにかけて記載をしてありますが、用

地課につきましては、地籍調査事業と用地交渉、

登記事務というものを行っております。地籍調査

につきましては、現地作業がほぼ完了をし、今後

は成果データの整理等に入っていくことになりま

す。 

 公共事業に伴います用地交渉や登記事務、未登

記土地の処理のために、権利者への交渉を行って

おりますけれども。相続等が非常に多くなってま

いりまして、大変苦労をしているところでもござ

います。地籍調査事業では入来地区がほぼ終わり

最終段階に入っておりますけれども、今後は地籍

調査の行われた時期が早い地区の制度が低かった

り境界問題が多く、今後につきましては非常に苦

情等処理の対応が懸念をされているところでござ

います。新たな道路事業で発生しました用地交渉

等を積極的に展開し、スムーズな事業推進に努め

たところでございます。 

 また、公共嘱託登記協会へ委託し、いわゆる家

屋調査士の協会ですが、高い処理能力を持って事

業に推進をしてもらっておりますし、一緒に職員

のほうも、嘱託員、職員のほうも一緒に作業をす

ることでこれらのいろんな処理能力というのも上

がってきているところでございます。今後とも一

番財産に直結する問題でございますので、慎重か

つ丁寧に事業を進めてまいりたいと思います。 

 詳細については、課長のほうから説明がありま

す。よろしくお願い申し上げます。 

────────────── 

△議案第９４号 決算の認定について（平

成２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

○委員長（福田俊一郎）それでは、議案第

９４号一般会計歳入歳出決算について当局の補足

説明を求めます。 

○用地課長（植村 豊）それでは、歳出から説

明をいたしたいと思います。 

 用地課の平成２５年度の歳出決算状況について、

決算書の９５ページをお開きください。予算現額

が１億３,９４４万７,０００円に対して、支出額

１億３,７４６万６８２円で、執行率９８.５７％

です。備考欄ごとに説明をしたいと思いますが、

まず地籍調査事務費については入来地区の

０.６１平方キロメートルの地籍調査事務に要した

経費であり、調査業務委託料、嘱託員の報酬給与

等が主なものでございます。その下に用地管理費、

次のページに９８ページの上のほうにありますが、

用地管理費については市道等の用地取得に係る用

地交渉契約事務嘱託登記事務に要した経費であり、

登記嘱託職員の報酬、職員の給与及び公共嘱託協

会に委託した市道等の調査なり所有権移転に係る

委託料が主なものでございます。 

 次に、不用額について説明をいたします。

９６ページのほうにお戻りをください。１３節地

積調査費の不用額について１４９万２０１円につ

きましては、数値情報化業務委託料等の執行残で

あります。 

 以上が平成２５年度の歳出決算の概要でありま

す。 

 次に、用地課に係る平成２５年度の歳入決算に

ついて説明をいたします。２９ページをお開きく

ださい。実際は３２ページのほうにありますが、

１４款２項１目総務手数料、１節総務手数料のう

ち、地籍成果交付手数料が９２万６,９００円とい

うことで、地籍の調査の成果品である一筆座標、

多角点座標、多角点網図などを、１件２６０円で

交付をした手数料の収入であります。収入額は

９２万６,９００円ということでございます。 

 次に、４１ページ、実際項目が書いてあるのは

４４ページになりますが、１６款２項県補助金

１目総務補助金の１節総務管理費補助金について

は、地籍調査事業補助金１,７０２万５,０００円

ということで、２５年度の地籍調査事業に伴う補

助金であります。 

 以上で、歳入歳出の説明を終わりますが、提出



－40－ 

書類が若干ありますので、説明をしたいと思いま

す。決算の附属書の１４２ページを開いてくださ

い。１４２ページに地籍調査の関係が書いてござ

いますが、部長の方からも説明がありましたが、

入来の０.６１平方キロメートルをもって現地調査

については収束、ほぼ終わりになりました。ただ、

今年度、来年の２月かけて、この閲覧の関係等々、

実施しないといけないというふうになってござい

ます。 

 次 の １ ４３ ペ ージ をお 開 き く ださ い 。

１４３ページについては公共嘱託登記の事業関係

２２筆、次に嘱託登記の関係について筆数的

５,６３１筆を処理したところですが、大きいのが、

継承案件が５,３３０件と、残り３００件ほどが登

記の所有権移転とかやっている状況でございます。

用地取得に関しては６件、３１筆を処理している

ところでございます。続きまして決算資料の、済

みません、資料のほうには委託料等々記載がござ

いますので、お目通しをいただきたいと思います。

それで、説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（福田俊一郎）それでは、当局の説明

がありましたが、これより質疑に入ります。御質

疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）よろしいですか。質疑

はないと認めます。 

 委員外議員、ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）質疑はないと認めます。 

 以上で議案第９４号決算の認定について、平成

２５年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算のうち

本委員会付託分について、質疑が全て終了いたし

ましたので、これより討論、採決を行います。討

論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議ないと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

 以上で、用地課を終わります。当局はありがと

うございました。 

────────────── 

△委員会報告書の取扱い 

○委員長（福田俊一郎）以上で、日程の全ては

終わりましたけれども、委員会報告書の取りまと

めについては、委員長に御一任いただくことに御

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議なしと認めます。

よって、そのように取り扱いさせていただきます。 

────────────── 

△閉会中の継続調査 

○委員長（福田俊一郎）ここで閉会中の継続調

査についてお諮りします。お手元に配付しており

ます、これの配付の資料のとおり閉会中の継続調

査を申し出ることとしたいと思いますが、護異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（福田俊一郎）御異議なしと認めます。

よって、そのように取り扱います。 

────────────── 

△閉   会 

○委員長（福田俊一郎）以上で、建設水道委員

会を閉会いたします。 
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閉会中の継続調査について 

建 設 水 道 委 員 会 

（調査事項） 

１ 道路整備について 

２ 公園整備について 

３ 河川・港湾整備について 

４ 住宅政策について 

５ 都市計画事業について 

６ 景観整備について 

７ 土地区画整理事業について 

８ 地籍調査事業について 

９ 水道事業・簡易水道事業について 

10 下水道事業について 

11 温泉事業について 

12 川内川改修等について 

13 南九州西回り自動車道について 

14 甑島縦貫道について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 42 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

   薩摩川内市議会委員会条例第３０条第１項の規定により、ここに署名する。 

 

 

                   薩摩川内市議会建設水道委員会 

                   委 員 長  福 田 俊一郎 


